
【
研
究
ノ
ー
ト
】

朴
勝
彬
の
言
語
観
と
そ
の
背
景
・
補
論

三
ツ
井

崇

は
じ
め
に

筆
者
は
、
先
に
植
民
地
下
朝
鮮
に
お
け
る
朝
鮮
語
規
範
化
政
策

／
運
動
の
展
開
に
つ
い
て
論
じ
た

。
そ
こ
で
は
、
朝
鮮
語
研
究
会

(1)

─
朝
鮮
語
学
会
（
一
九
二
一
年
創
立
、
一
九
三
一
年
改
称
）
の
動

き
を
中
心
に
論
ず
る
、
従
来
の
植
民
地
期
朝
鮮
語
規
範
化
問
題
の

語
り
方
を
批
判
的
に
検
証
し
、
朝
鮮
総
督
府
の
朝
鮮
語
教
育
政
策
、

朝
鮮
語
研
究
会
─
朝
鮮
語
学
会
と
対
抗
し
た
勢
力
の
存
在
を
同
時

に
み
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
よ
う
な
問

題
意
識
に
も
と
づ
き
、
同
書
で
は
そ
の
対
抗
勢
力
で
あ
っ
た
朴
勝

彬
と
い
う
人
物
と
、
彼
を
中
心
と
し
て
組
織
さ
れ
た
朝
鮮
語
学
研

究
会
の
言
語
運
動
の
性
格
に
つ
い
て
論
じ
た
。

し
か
し
、
そ
こ
で
は
、
朴
勝
彬
個
人
の
活
動
に
つ
い
て
の
調

査
が
行
き
届
か
な
か
っ
た
面
が
あ
る
ほ
か
、
朝
鮮
語
学
会
中
心

史
観
へ
の
批
判
意
識
か
ら
朴
勝
彬
が
同
等
の
分
析
対
象
と
な
り

う
る
民
族
主
義
者
で
あ
る
と
強
調
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
憾
が
あ

り
、
い
ま
一
度
、
事
実
関
係
に
つ
い
て
精
査
す
る
余
地
が
残
さ

れ
て
い
た
。
ま
た
、
同
書
刊
行
後
に
新
た
な
事
実
や
修
正
を
要

す
べ
き
点
が
判
明
し
た
こ
と
も
あ
り
、
本
稿
で
は
そ
れ
ら
の
補

足
・
修
正
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
朴
勝
彬
の
言
語
観
お
よ
び
言
語

運
動
の
基
盤
に
つ
い
て
、
改
め
て
論
じ
直
し
て
み
た
い
。
な
お
、

経
歴
や
言
語
運
動
に
か
か
わ
る
部
分
は
、
拙
著
所
収
の
旧
稿
と

一
部
記
述
が
重
複
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
行
論
の
都
合
上
、

ご
了
承
い
た
だ
き
た
い
。
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一
．
朴
勝
彬
の
経
歴
(2)

朴
勝
彬
は
、
一
八
八
〇
年
朴
景
陽

の
子
と
し
て
江
原
道
鉄
原

(3)

に
生
ま
れ
る
。
本
貫
は
全
羅
道
潘
南
で
（
潘
南
朴
氏
）
で
あ
る
。

自
身
の
証
言
に
よ
る
と
、
朴
は
一
四
歳
の
と
き
、
科
挙
試
験
を
受

け
る
た
め
ソ
ウ
ル
に
上
京
、
試
験
を
二
回
受
け
た
と
い
う

。
一
五

(4)

歳
の
と
き
、
科
挙
制
度
が
廃
止
さ
れ
た
と
い
う
か
ら
、
科
挙
の
廃

止
が
一
八
九
四
年
の
甲
午
改
革
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
一
八

九
三
年
に
上
京
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、

甲
午
式
年
試
を
受
験
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
『
国
朝
文
科
榜

目
』
、
『
司
馬
榜
目
』
な
ど
を
み
て
も
名
前
は
確
認
で
き
な
い
こ
と

か
ら
、
お
そ
ら
く
合
格
し
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
朴
勝
彬

の
孫
で
あ
る
朴
賛
雄
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
彼
は
判
任
官
試
験
に
合

格
し
た
と
い
う

。
実
際
に
、
一
八
九
七
年
に
外
部
判
任
官
見
習
と

(5)

な
り
、
一
八
九
九
年
に
徳
源
監
理
署
主
事
と
な
っ
て
い
る
。
厳
密

に
い
う
と
、
一
八
九
九
年
五
月
一
五
日
付
で
い
っ
た
ん
城
津
監
理

署
の
主
事
と
な
り
、
同
月
二
一
日
に
徳
源
監
理
署
へ
と
移
っ
て
お

り

、
実
質
的
に
城
津
で
勤
務
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と

(6)
思
わ
れ
る
。
徳
源
監
理
署
は
、
元
山
港
（
当
時
は
咸
鏡
南
道
、
現

在
は
江
原
道
）
に
お
け
る
通
商
事
務
ま
た
は
外
国
人
居
留
地
関
係

事
務
を
お
こ
な
う
官
庁
で
あ
り
、
朴
は
そ
こ
の
主
事
＝
事
務
官
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
当
時
、
開
港
場
で
は
、
外
国
人
が

多
く
出
入
り
し
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
朴
も
職
業
上
、
彼
ら
の

活
動
を
直
接
目
に
し
て
い
た
。
ち
な
み
に
、
こ
の
と
き
の
上
司
で

あ
る
徳
源
監
理
が
尹
致
昊
で
あ
っ
た
。

一
九
〇
〇
年
に
再
び
上
京
、
八
月
九
日
付
で
外
部
主
事
と
な
る

。
(7)

朴
は
最
初
に
上
京
す
る
以
前
か
ら
、
数
学
と
英
語
に
興
味
を
持
ち

は
じ
め
、
夜
学
な
ど
に
通
っ
て
い
た
と
い
う
。
彼
は
外
部
主
事
の

職
を
数
年
で
辞
し
、
西
洋
留
学
を
夢
み
て
、
英
語
を
学
ぼ
う
と
私

立
学
校
（
興
化
学
校
、
中
橋
義
塾
）

に
通
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の

(8)

際
、
日
本
語
も
少
し
学
習
し
た
よ
う
で
、
一
九
〇
四
年
、
留
学
生

と
し
て
渡
日

、
中
央
大
学
法
科
大
学
に
入
学
す
る
。
留
学
中
に
は
、

(9)

朝
鮮
人
留
学
生
団
体
の
役
員
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
（
後

述
）
が
、
一
九
〇
七
年
に
中
央
大
学
卒
業
後
、
帰
国
す
る
。
そ
し

て
、
一
九
〇
八
年
三
月
に
は
郷
里
江
原
道
を
基
盤
と
す
る
愛
国
啓

蒙
運
動
団
体
（
関
東
学
会
）
の
組
織
に
関
与
、
朴
は
そ
の
副
会
長

に
就
任
す
る
。
し
か
し
、
同
年
、
平
壌
地
方
裁
判
所
検
事
と
な
り
、

一
九
〇
九
年
に
は
検
事
を
辞
任
、
ソ
ウ
ル
で
弁
護
士
を
開
業
す
る

に
い
た
る
。
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以
後
、
弁
護
士
と
し
て
の
活
動
の
傍
ら
、
民
族
運
動
家
と
し
て
、

と
く
に
一
九
二
〇
年
代
以
降
、
物
産
奨
励
運
動
、
自
治
運
動
な
ど

に
関
与
し
て
い
く
（
後
述
）。
一
九
一
八
年
に
は
漢
陽
倶
楽
部
（
の

ち
の
啓
明
倶
楽
部
）
の
立
ち
上
げ
に
関
わ
り
、
自
ら
も
理
事
と
し

て
生
活
改
善
運
動
に
た
ず
さ
わ
っ
た
。
ま
た
、
一
九
二
五
年
九
月
、

朴
は
普
成
専
門
学
校
（
の
ち
の
高
麗
大
学
校
）
の
理
事
に
選
任
さ

れ
、
同
月
末
校
長
に
就
任
、
一
九
三
二
年
に
辞
任
す
る
ま
で
、
財

団
の
整
備
に
取
り
組
ん
だ
。
ま
た
、
在
任
中
、
同
校
と
中
央
仏
教

専
門
学
校
で
朝
鮮
語
学
を
講
義
、
自
身
の
見
解
を
教
授
し
て
も
い

る
。そ

し
て
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
、
朴
の
仕
事
の
な
か
で
朝
鮮
語
研
究

の
占
め
る
割
合
が
大
き
く
な
っ
た
。
一
九
四
一
年
に
は
創
氏
改
名

に
よ
り
名
を
松
原
勝
彬
と
し
、
一
九
四
三
年
一
〇
月
に
は
六
三
歳

で
そ
の
生
涯
を
閉
じ
た
。

二
．
朴
勝
彬
の
活
動
と
思
想

（
一
）
日
本
留
学
と
関
東
学
会

朴
勝
彬
は
一
九
〇
四
～
〇
七
年
に
日
本
に
留
学
し
た
こ
と
は
前

述
の
と
お
り
で
あ
る
。
日
本
で
は
中
央
大
学
法
科
大
学
に
在
籍
し
、

法
学
を
学
ん
だ
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。彼
の
回
想
に
よ
れ
ば
、「
二

五
歳
に
な
っ
た
年
に
日
語
を
一
言
二
言
学
ん
で
日
本
に
わ
た
っ
た
」

が
、
大
学
生
に
な
っ
て
も
「
本
は
そ
の
ま
ま
読
む
が
、
よ
く
聞
き

取
れ
な
い
日
本
語
で
講
義
を
聞
い
た
の
で
、
わ
れ
わ
れ
の
勉
強
も

な
か
な
か
無
理
な
こ
と
で
し
た
」

と
い
う
。
中
央
大
学
は
、
発
足

(10)

時
は
英
吉
利
法
律
学
校
と
い
う
専
門
学
校
で
あ
っ
た
が
、
一
九
〇

三
年
七
月
に
大
学
組
織
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
校
名
を

東
京
法
学
院
大
学
と
し
て
お
り
、
中
央
大
学
と
改
称
し
た
の
は
一

九
〇
五
年
八
月
の
こ
と
で
あ
っ
た

。
つ
ま
り
、
朴
勝
彬
の
証
言
ど

(11)

お
り
だ
と
す
れ
ば
、
入
学
は
校
名
改
称
以
前
だ
っ
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
大
学
の
課
程
は
本
科
（
修
業
年
限
三
年
）・
予
科
（
同
一

年
半
）・
専
門
科
（
同
三
年
）
か
ら
な
り
、
本
科
は
中
学
卒
業
後
予

科
を
経
て
、
あ
る
い
は
同
等
の
学
力
を
認
め
ら
れ
て
入
学
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
て
、
ま
た
、
専
門
科
は
正
科
と
別
科
か
ら
成
る
が

、
(12)

朴
勝
彬
が
ど
の
よ
う
な
資
格
で
ど
の
課
程
に
入
学
し
た
の
か
は
明

ら
か
で
は
な
い
。

彼
の
留
学
中
の
活
動
の
詳
細
を
知
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い

が
、
一
九
〇
六
年
に
発
足
し
た
留
学
生
団
体
で
あ
る
光
武
学
会
の

組
織
に
関
与
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る

。
光
武
学
会
は
、
一
九

(13)
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〇
五
年
に
、
当
時
東
京
府
内
の
民
家
を
借
り
て
設
置
し
、
の
ち
に

留
学
生
監
督
部
内
に
移
っ
た
光
武
学
校
の
事
務
一
切
を
担
当
し
て

も
い
た
。
朴
は
中
央
大
学
に
在
学
し
な
が
ら
、
こ
の
光
武
学
校
の

教
師
と
し
て
「
修
身
（
法
律
経
済
社
会
概
説
）
」
を
担
当
し
て
い
た

よ
う
だ

。
(14)

そ
し
て
、
彼
は
一
九
〇
六
年
に
発
足
し
た
大
韓
留
学
生
会
に
関

与
し
た
。
発
足
当
初
に
は
書
記
員
を
担
当
し
た
が
、
以
後
、
副
会

長
（
一
九
〇
七
年
一
月
）
、
会
長
（
一
九
〇
七
年
二
月
）
に
な
っ
た

の
を
確
認
で
き
る

。
一
九
〇
七
年
一
月
、
天
道
教
が
派
遣
し
た
留

(15)

学
生
の
う
ち
、
二
一
名
が
小
指
の
一
節
を
切
っ
て
血
判
を
押
し
た

「
為
学
声
明
書
」
を
出
す
と
い
う
事
件
が
起
き
る
（
断
指
事
件
）。

こ
の
事
件
は
天
道
教
か
ら
の
学
費
支
給
が
中
断
さ
れ
る
や
苦
境
に

陥
っ
た
学
生
た
ち
が
、「
賎
役
労
働
を
し
な
が
ら
で
も
」
学
業
を
続

け
る
こ
と
を
誓
っ
た
行
為
で
あ
っ
た
が

、
こ
の
事
態
に
対
し
、
各

(16)

留
学
生
団
体
は
彼
ら
を
支
援
す
る
動
き
を
み
せ
た
。
こ
の
と
き
、

朴
勝
彬
は
大
韓
留
学
生
会
の
代
表
と
し
て
本
国
に
帰
り
、
一
か
月

ほ
ど
滞
在
し
て
、「
本
国
有
志
十
〔
人
？
〕
と
協
力
周
旋
」
す
る
役

割
を
担
っ
た

。
(17)

彼
が
日
本
に
滞
在
す
る
間
に
留
学
生
団
体
は
『
太
極
学
報
』（
一

九
〇
六
年
創
刊
、
太
極
学
会
）
、『
大
韓
留
学
生
会
学
報
』
（
一
九
〇

七
年
創
刊
、
大
韓
留
学
生
会
）
な
ど
の
雑
誌
を
刊
行
し
た
が
、
彼

の
留
学
期
間
が
一
九
〇
七
年
ま
で
だ
っ
た
と
い
う
事
実
と
も
関
連

し
て
か
、
そ
の
間
、
彼
が
残
し
た
文
章
は
ほ
と
ん
ど
発
見
さ
れ
て

い
な
い
。
今
後
も
確
認
の
余
地
が
あ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
唯
一

確
認
さ
れ
る
の
は
、『
大
韓
留
学
生
会
学
報
』
第
二
号
に
掲
載
さ
れ

た
「
擁
爐
問
答
」
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
こ
れ
は
署
名
が
「
学
凡

朴
勝
彬
傍
録
」
と
な
っ
て
い
る
が
、「
仮
痴
生
」
と
「
先
憂
子
」
と

、
、

い
う
架
空
の
人
物
の
対
話
形
式
に
よ
っ
て
「
愛
国
」
と
「
開
化
」

に
関
し
て
論
じ
た
文
章
で
あ
る
。「
仮
痴
生
」
の
人
物
像
に
つ
い
て

は
、「
嘗
て
深
山
に
在
り
春
に
耕
し
、
秋
に
獲
り
て
、
冬
に
し
て
古

人
の
書
を
読
み
、
世
事
の
相
問
に
与
ら
ざ
る
こ
と
今
数
十
載
に
迨

び
し
が
、
一
友
人
の
余
を
過
り
て
余
に
勧
む
る
に
新
聞
雑
誌
を
読

む
を
も
っ
て
す
る
有
り
て
、
余
乃
ち
好
書
の
壁
を
も
っ
て
其
の
言

に
従
い
一
種
新
聞
及
び
一
種
雑
誌
を
読
む
を
始
め
て
茲
に
数
月
を

経
」

と
設
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
仮
痴
生
」
が
「
一

(18)

友
人
」
で
あ
る
「
先
憂
子
」
に
「
愛
国
」
と
は
何
か
に
つ
い
て
尋

ね
、
そ
れ
に
「
先
憂
子
」
が
答
え
る
形
で
話
が
進
行
す
る
。
こ
こ

で
「
先
憂
子
」
は
「
仮
痴
生
」
を
指
導
す
る
「
開
化
」
の
側
に
立

つ
者
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
内
容
を
要
約
す
れ
ば
次
の
と
お

り
で
あ
る
。
「
愛
」
の
対
象
は
「
三
千
里
疆
土
を
保
守
」
し
、
「
維
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一
の
主
権
を
戴
き
」
、
「
福
利
を
安
亨
す
る
」
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、「
愛
国
」
と
は
こ
の
三
者
の
損
を
憂
い
、
そ
の
益

を
図
る
こ
と
だ
と
い
う

。
血
統
、
言
語
を
同
じ
く
す
る
「
人
民
」

(19)

に
と
っ
て
、
こ
の
「
愛
国
」
精
神
は
「
自
然
感
覚
」
で
あ
る
と
も

い
う

。
し
か
し
、
優
勝
劣
敗
の
法
則
に
よ
り
強
者
が
弱
者
を
駆
逐

(20)

し
、
滅
亡
さ
せ
る
「
国
際
競
争
」
の
時
代
に
あ
っ
て
、
強
者
の
長

所
を
学
び
、
弱
者
（
＝
自
己
）
の
短
所
を
補
充
し
て
、
そ
の
競
争

に
参
与
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
そ
れ
が
ま
さ
に
「
開
化
」
だ
と

い
う
の
で
あ
る

。
こ
の
際
、
「
愛
国
」
と
「
開
化
」
は
目
的
と
手

(21)

段
の
関
係
と
な
る

。
そ
し
て
、
「
仮
痴
生
」
の
「
然
ら
ば
則
ち
君

(22)

の
愛
国
の
目
的
は
何
時
達
す
べ
き
や
」
と
の
問
い
に
対
し
、「
先
憂

子
」
は
断
指
事
件
に
対
す
る
「
国
民
」
の
共
助
に
「
国
民
相
愛
心

の
発
展
」
を
、
国
債
報
償
運
動
に
「
国
民
独
立
心
の
発
展
」
を
、

国
内
に
学
校
が
多
く
設
立
さ
れ
、「
薙
髪
染
服
し
て
」
旧
習
に
こ
だ

わ
ら
な
い
こ
と
に
対
し
て
「
国
民
新
進
心
の
発
展
」
を
、
そ
し
て
、

ア
メ
リ
カ
、
日
本
に
朝
鮮
人
団
体
が
で
き
、
朝
鮮
内
の
各
学
会
と

連
絡
す
る
こ
と
に
対
し
て
「
国
民
団
結
心
の
発
展
」
な
ど
を
そ
れ

ぞ
れ
み
い
だ
そ
う
と
し
て
い
る

。
の
ち
に
み
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら

(23)

の
「
発
展
」
に
対
す
る
希
求
は
、
植
民
地
期
に
彼
が
展
開
す
る
啓

蒙
運
動
の
基
盤
と
し
て
も
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
ま
た
、
こ
の
時

期
に
、
留
学
生
と
し
て
日
本
に
滞
在
し
た
崔
南
善
、
崔
麟
、
張
膺

震
、
林
圭
、
許
憲
な
ど
多
く
の
人
物
が
一
九
二
〇
年
代
以
降
に
活

動
を
と
も
に
す
る
人
物
た
ち
で
あ
る
こ
と
も
興
味
深
い
点
で
あ
る
。

帰
国
後
、
朴
勝
彬
は
江
原
道
出
身
者
に
よ
る
愛
国
啓
蒙
団
体
で

あ
る
関
東
学
会
の
組
織
に
関
与
し
た

。
発
足
当
初
は
臨
時
会
長
で

(24)

あ
っ
た
が
、
の
ち
に
副
会
長
に
な
っ
た

。
関
東
学
会
は
教
育
振
興

(25)

を
目
的
の
中
心
と
し
発
足
し
た
が
、
オ
・
ヨ
ン
ソ
プ
の
分
析
に
よ

れ
ば
、
関
東
学
会
の
発
起
人
の
う
ち
「
相
当
数
が
関
東
学
会
創
立

以
後
に
地
方
官
僚
と
し
て
出
て
行
っ
た
り
、
国
亡
期
に
親
日
団
体

に
関
係
し
た
り
、
日
帝
時
期
に
朝
鮮
総
督
府
官
僚
に
な
っ
た
」
と

い
う

。
し
か
し
、
他
の
学
会
に
比
べ
資
料
が
決
定
的
に
不
足
し
て

(26)

お
り
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
た
の
か
は
不
明
な
ま
ま
で
あ

る
。
ま
た
、
朴
勝
彬
は
一
九
〇
八
年
六
月
に
は
平
壌
地
方
裁
判
所

検
事
に
な
っ
て

副
会
長
を
辞
任
し
た
。
そ
の
後
、
関
東
学
会
に
ど

(27)

の
程
度
具
体
的
に
関
与
し
た
の
か
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
学
会
が

主
と
し
て
ソ
ウ
ル
の
本
部
と
江
原
道
の
支
部
で
活
動
し
た
こ
と
を

考
え
れ
ば
、
彼
の
関
与
も
薄
く
な
っ
て
い
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ

る
。
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（
二
）
朝
鮮
人
弁
護
士
・
朴
勝
彬

朴
勝
彬
は
一
九
〇
九
年
に
検
事
を
辞
職
し
、
同
年
六
月
二
二
日

付
で
弁
護
士
登
録
を
し
て
活
動
を
開
始
し
た
が

、
一
九
三
七
年
一

(28)

一
月
二
日
付
で
本
人
の
申
請
に
よ
り
登
録
を
抹
消
し
た

。
彼
の
弁

(29)

護
士
活
動
に
関
し
て
は
、
後
述
す
る
民
族
運
動
家
と
し
て
の
活
動

と
同
様
に
、
先
行
研
究
で
は
あ
ま
り
言
及
さ
れ
て
い
な
い
側
面
で

も
あ
る
。
以
下
で
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
内

容
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
。

一
九
〇
八
年
三
月
一
五
日
に
発
足
し
た
「
政
治
法
律
経
済
に
関

す
る
学
理
を
討
究
発
揮
さ
せ
る
」
こ
と
を
意
図
し
た
法
学
協
会
の

創
立
発
起
人
と
し
て
朴
勝
彬
が
名
を
連
ね
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
て
い
る

。
法
学
協
会
は
会
員
か
ら
資
金
を
集
め
て
「
書
籍
館
」

(30)

を
設
け
て
本
を
発
売
し
た
り

、
同
年
四
月
か
ら
会
誌
を
発
行
す
る

(31)

な
ど
の
活
動
を
し
た
り
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
ほ
と
ん

(32)ど
の
活
動
が
ソ
ウ
ル
で
あ
り
、
平
壌
で
検
事
を
し
て
い
た
彼
が
ど

の
程
度
関
わ
っ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
法
学
協
会
は
一
九
一

〇
年
に
会
誌
の
発
行
を
中
断
し
、一
九
一
五
年
に
再
開
し
て
い
る

。
(33)

新
た
に
刊
行
さ
れ
た
『
法
学
界
』
の
第
一
号
（
一
九
一
五
年
）
を

み
る
と
、
朴
勝
彬
の
名
前
が
評
議
員
と
し
て
確
認
さ
れ
る
こ
と
か

ら

、
継
続
し
て
法
学
協
会
に
か
か
わ
っ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ

(34)
る
。
筆
者
が
所
有
し
て
い
る
の
は
同
誌
の
第
一
号
か
ら
第
六
号
（
一

九
一
六
年
）
ま
で
だ
が
、
こ
の
間
に
彼
が
直
接
執
筆
し
た
記
事
は

み
ら
れ
な
い
。

朴
勝
彬
の
弁
護
士
活
動
と
し
て
有
名
な
も
の
の
一
つ
が
言
論
擁

護
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
一
九
二
一
年
一
一
月
、
雑
誌
『
新

天
地
』
、
『
新
生
活
』
の
二
誌
が
相
次
い
で
発
禁
処
分
を
受
け
た
。

こ
の
事
件
に
対
し
て
、
言
論
擁
護
の
立
場
か
ら
、
朴
が
法
曹
界
の

一
員
と
し
て
関
与
し
た
事
実
を
確
認
で
き
る
。
こ
の
事
件
は
一
九

二
二
年
一
一
月
一
〇
日
に
雑
誌
『
新
天
地
』
が
、
同
一
四
日
に
『
新

生
活
』
が
発
売
禁
止
処
分
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
が

、
こ
れ
に
際

(35)

し
、
朝
鮮
之
光
社
、
開
闢
社
、
東
明
社
、
時
事
評
論
社
、
朝
鮮
日

報
社
、
東
亜
日
報
社
が
、
被
害
を
受
け
た
二
社
に
同
情
す
る
行
動

を
み
せ
、
言
論
の
自
由
の
機
会
を
拡
大
す
る
よ
う
当
局
に
要
求
す

る
こ
と
を
決
議
し
た

。
こ
れ
ら
出
版
社
と
新
天
地
社
・
新
生
活
社

(36)

の
代
表
を
含
む
言
論
界
有
志
と
法
曹
界
有
志
が
と
も
に
言
論
擁
護

の
決
議
を
出
し
た
り
も
し
て
い
る
。
そ
の
と
き
法
曹
界
側
の
人
物

と
い
う
の
が
、
朴
勝
彬
、
崔
鎮
、
許
憲
、
金
瓉
泳
、
卞
栄
晩
な
ど

で
あ
っ
た

。
『
新
天
地
』
は
社
長
の
白
大
鎮
が
新
聞
紙
法
違
反
、

(37)
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大
正
八
年
制
令
第
七
号
違
反
で
、『
新
生
活
』
は
社
長
朴
煕
道
、
主

筆
金
明
植
、
記
者
辛
日
鎔
、
兪
鎮
煕
が
同
様
の
罪
名
で
起
訴
さ
れ

た
が

、
そ
れ
に
対
し
、
先
に
挙
げ
た
四
人
の
弁
護
士
を
中
心
と
し

(38)

た
複
数
の
朝
鮮
人
弁
護
士
が
弁
護
を
引
き
受
け
た

。
(39)

次
に
朝
鮮
人
弁
護
士
団
体
独
立
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。
一

九
二
一
年
一
〇
月
に
開
か
れ
た
極
東
（
東
洋
）
弁
護
士
大
会
に
朝

鮮
人
弁
護
士
協
会
代
表
の
資
格
で
参
加
し
た
が
、
日
本
の
支
配
下

に
お
い
て
朝
鮮
人
が
代
表
と
な
る
こ
と
に
反
対
し
た
日
本
人
弁
護

士
と
の
対
立
で
流
会
と
な
っ
た
。
こ
の
件
に
関
し
、
警
察
資
料
で

は
次
の
よ
う
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。

十
月
二
十
二
日
ヨ
リ
六
日
間
北
京
ニ
於
テ
開
催
セ
ラ
ル
ヘ
キ

東
洋
弁
護
士
大
会
ニ
出
席
ス
ヘ
キ
京
城
鮮
人
弁
護
士
会
専
務

理
事
朴
勝
彬
、
理
事
李
宗
〔
琮
〕
夏
ノ
二
名
ハ
本
月
十
四
日

平
壌
弁
護
士
洪
在
棋
ヲ
同
地
ニ
訪
問
シ
今
回
前
顕
大
会
ニ
日

本
弁
護
士
協
会
員
ト
シ
テ
出
席
ス
ル
ヲ
快
ト
セ
ス
這
回
新
ニ

朝
鮮
人
ノ
ミ
ヲ
以
テ
ス
ル
朝
鮮
弁
護
士
協
会
ヲ
組
織
シ
同
協

会
員
ト
シ
テ
出
席
ス
ル
コ
ト
ニ
各
地
ヨ
リ
出
席
ス
ヘ
キ
鮮
人

弁
護
士
ヲ
モ
結
束
ス
ヘ
ク
之
カ
同
意
ヲ
求
メ
タ
ル
モ
洪
弁
護

士
ハ
今
回
ハ
無
事
ニ
済
マ
シ
次
会
ノ
大
会
ヨ
リ
朝
鮮
弁
護
士

協
会
員
ト
シ
テ
出
席
シ
テ
ハ
如
何
ト
慰
撫
シ
タ
ル
モ
両
人
ハ

印
度
其
ノ
他
ノ
殖
民
地
ニ
於
テ
モ
本
国
ト
ハ
別
個
ノ
団
体
ト

シ
テ
出
席
シ
居
レ
リ
ト
称
シ
容
易
ニ
其
ノ
意
ヲ
翻
ヘ
サ
ス
或

ハ
大
会
ノ
席
上
ニ
於
テ
紛
議
ヲ
醸
ス
ヤ
モ
知
レ
ス
ト
(40)

こ
の
問
題
に
関
し
て
、
朝
鮮
総
督
府
警
務
局
も
危
険
視
し
た
よ

う
で
あ
る
。
一
九
二
三
年
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
開
催
さ
れ
る
国
際
弁
護

士
大
会
で
も
朴
勝
彬
を
含
む
朝
鮮
人
弁
護
士
た
ち
が
参
加
を
望
ん

て
い
る
と
い
う
情
報
を
得
て
、「
比
律
賓
ハ
其
ノ
境
遇
カ
朝
鮮
ト
相

似
タ
ル
処
ヨ
リ
両
者
ノ
関
係
ハ
自
然
親
密
ナ
ル
ヘ
ク
従
テ
延
テ
ハ

朝
鮮
独
立
ノ
問
題
ニ
モ
或
ハ
言
及
ス
ル
ニ
至
ル
ヤ
モ
知
ラ
ス
」
と

外
務
省
に
警
告
を
出
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た

。
結
局
、
朝
鮮
人
弁
護

(41)

士
た
ち
は
参
加
し
な
か
っ
た
。
警
務
局
内
部
資
料
を
み
る
と
、「
所

轄
検
事
正
ヨ
リ
比
律
賓
渡
航
ニ
関
シ
注
意
ア
リ
タ
ル
ヲ
諒
ト
シ
在

京
城
弁
護
士
ハ
寧
ロ
自
ラ
進
ム
テ
大
会
列
席
ノ
希
望
ヲ
取
消
シ
渡

航
ヲ
見
合
ハ
ス
コ
ト
ト
ナ
レ
リ
又
平
壌
ニ
於
テ
モ
京
城
ト
同
一
歩

調
ノ
下
ニ
大
会
出
席
ヲ
中
止
ス
ル
模
様
ニ
有
之
候
」

と
あ
る
。
一

(42)

方
で
、
朴
勝
彬
と
と
も
に
弁
護
士
活
動
を
お
こ
な
っ
た
許
憲
は
「
旅

行
券
を
発
給
し
て
く
れ
な
い
の
で
行
け
ず
、
そ
の
後
に
国
際
大
会

も
う
や
む
や
に
な
っ
て
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
朝
鮮
人
弁
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護
士
会
も
ま
た
そ
う
で
」

と
証
言
し
て
お
り
、
当
局
側
か
ら
の
圧

(43)

力
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

朝
鮮
人
弁
護
士
会
の
独
立
問
題
は
そ
れ
以
前
か
ら
存
在
し
て
い

た
。
こ
の
問
題
の
背
景
に
は
、
一
九
一
七
年
七
月
に
日
本
人
弁
護

士
で
構
成
さ
れ
る
京
城
第
一
弁
護
士
会
と
朝
鮮
人
弁
護
士
か
ら
成

る
京
城
第
二
弁
護
士
会
が
統
合
さ
れ
、
京
城
弁
護
士
会
が
創
立
さ

れ
た
と
い
う
事
実
に
あ
る

。
そ
の
統
合
は
京
城
地
方
法
院
松
寺
竹

(44)

雄
検
事
正
の
内
諭
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
が
、
日
本
人
弁
護
士
は
こ

の
統
合
を
認
め
た
く
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
朝
鮮
人
弁
護
士

に
対
す
る
日
本
人
た
ち
の
優
越
感
で
あ
っ
た
。
三
・
一
運
動
後
、

任
員
選
挙
に
際
し
て
朝
鮮
人
が
会
長
と
し
て
選
任
さ
れ
た
が

、「
時

(45)

局
」
の
関
係
上
、
そ
の
結
果
を
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う

日
本
人
弁
護
士
た
ち
の
不
満
も
、
そ
の
よ
う
な
優
越
感
に
起
因
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
極
東
弁
護
士
大
会
で
起
こ
っ
た
前
述
の
よ
う

な
ト
ラ
ブ
ル
の
背
景
に
は
こ
の
よ
う
な
問
題
が
存
在
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
日
本
人
弁
護
士
は
こ
の
よ
う

な
朝
鮮
人
弁
護
士
と
の
不
和
、
対
立
を
理
由
に
朝
鮮
人
弁
護
士
会

を
独
立
さ
せ
ろ
と
総
督
に
陳
情
し
た
と
い
う
事
実
で
あ
る

。事
実
、

(46)

一
九
一
九
年
七
月
、
京
城
弁
護
士
会
は
日
本
人
・
朝
鮮
人
そ
れ
ぞ

れ
の
弁
護
士
会
に
分
裂
し
た

。
(47)

朝
鮮
人
弁
護
士
協
会
の
発
足
と
、
極
東
弁
護
士
大
会
に
お
け
る

ト
ラ
ブ
ル
は
こ
の
よ
う
な
文
脈
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
朝
鮮
人
弁

護
士
た
ち
の
要
求
は
「
印
度
其
ノ
他
ノ
植
民
地
」
の
よ
う
な
一
定

の
地
位
を
得
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
、
ま
た
、
そ
れ
ゆ
え
総
督
府

側
も
民
族
や
「
朝
鮮
独
立
」
と
い
う
問
題
に
つ
な
が
り
う
る
危
険

な
状
況
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
同
じ
朝
鮮
人
弁
護
士
会
の

独
立
と
い
っ
て
も
、
日
本
人
弁
護
士
た
ち
の
思
惑
と
は
ず
い
ぶ
ん

と
距
離
が
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

同
協
会
は
の
ち
に
「
各
派
有
志
連
盟
」
の
東
亜
日
報
社
社
長
宋

鎮
禹
へ
の
暴
行
事
件
と
民
衆
大
会
中
止
に
際
し
て
、
総
督
府
当
局

に
問
責
し
よ
う
と
し
た
り

、
裁
判
所
と
検
事
局
の
朝
鮮
人
職
員
に

(48)

対
す
る
差
別
的
待
遇
の
反
対
と
合
議
裁
判
へ
の
朝
鮮
人
判
事
の
設

置
な
ど
を
建
議
す
る
計
画
を
立
て
た
り
も
し
た

。
(49)

朴
勝
彬
の
弁
護
士
と
し
て
の
個
人
的
活
動
に
つ
い
て
抽
出
す
る

の
は
非
常
に
難
し
い
が
、
弁
護
士
と
し
て
と
も
に
活
動
し
た
人
物

た
ち
が
同
じ
時
期
に
啓
明
倶
楽
部
（
後
述
）
に
も
関
与
し
て
お
り

、
(50)

注
目
す
べ
き
経
歴
の
一
つ
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

（
三
）
自
治
運
動
家
・
朴
勝
彬
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一
九
二
〇
年
代
以
降
、
朴
勝
彬
は
朝
鮮
語
研
究
に
邁
進
す
る
一

方
、
教
育
、
物
産
奨
励
運
動
、
自
治
運
動
、
体
育
奨
励
運
動

な
ど

(51)

の
多
様
な
活
動
に
従
事
し
た
。
こ
こ
で
は
と
く
に
物
産
奨
励
運
動

と
自
治
運
動
に
関
与
し
た
事
実
に
焦
点
を
当
て
て
み
た
い
。
前
者

は
、
朝
鮮
の
経
済
的
独
立
を
企
図
し
た
朝
鮮
製
品
使
用
奨
励
（
＝

外
国
製
品
排
斥
）
運
動
で
あ
り
、
一
九
一
九
年
秋
に
金
性
洙
ら
と

と
も
に
「
物
産
奨
励
株
式
会
社
」
の
設
立
に
関
与
し

、
物
産
奨
励

(52)

の
講
演
活
動
を
繰
り
広
げ
て
も
い
る

。
ま
た
、
一
九
二
八
年
時
点

(53)

で
「
朝
鮮
物
産
奨
励
会
」
の
理
事
を
務
め
て
い
た
事
実

が
確
認
さ

(54)

れ
る
。
後
者
の
場
合
、
朴
勝
彬
が
一
九
二
四
年
一
月
に
崔
麟
、
金

性
洙
、
宋
鎮
禹
な
ど
と
一
緒
に
自
治
運
動
団
体
で
あ
る
研
政
会
の

発
足
計
画
に
関
与
し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る

。
結
局
、
こ
の
計
画

(55)

は
周
囲
の
強
い
反
対
で
挫
折
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。

少
な
く
と
も
植
民
地
当
局
の
側
に
お
い
て
は
、
朴
勝
彬
は
「
独
立

宣
言
ノ
三
十
三
名
系
其
他
ノ
民
族
主
義
者
ト
気
脈
ヲ
通
」
ず
る
人

物
の
一
人
と
み
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ

。
そ
れ
以
前
の
一
九
一
九
年

(56)

八
月
二
八
日
付
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
の
「
朝
鮮
の
最
近
思
想
界
（
上
）
」

を
み
る
と
、
朴
勝
彬
が
自
治
論
の
代
表
者
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い

て
、
彼
の
主
張
が
次
の
よ
う
に
要
約
・
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

朝
鮮
に
は
朝
鮮
の
歴
史
並
に
国
民
性
あ
り
朝
鮮
民
族
の
感

情
は
大
和
民
族
の
感
情
と
必
ず
し
も
一
致
す
る
も
の
で
は

な
い
、
我
々
は
朝
鮮
民
族
の
心
理
状
態
は
決
し
て
日
本
に

同
化
す
る
も
の
で
な
い
と
確
信
す
る
、
既
に
同
化
し
な
い

と
の
確
信
を
前
提
と
し
て
、
我
々
は
朝
鮮
民
族
の
幸
福
の

た
め
に
朝
鮮
の
事
を
朝
鮮
人
に
委
せ
て
貰
ひ
た
い
、
具
体

的
に
云
へ
ば
聯
邦
の
形
式
に
於
て
朝
鮮
に
自
治
を
許
し
て

貰
ひ
た
い
、
夫
れ
も
今
直
ぐ
に
と
云
ふ
の
で
無
い
、
数
年

の
後
或
は
十
数
年
の
後
で
も
宜
し
い
、
要
す
る
に
政
府
が

適
当
と
認
む
る
時
機
に
於
て
実
現
す
れ
ば
可
い
、
斯
う
し

て
現
下
の
荒
立
て
る
人
気
を
鎮
め
よ
と
主
張
す
る
の
で
あ

る
、
同
化
し
な
い
民
族
に
向
つ
て
如
何
に
同
化
を
強
ふ
る

と
も
夫
れ
は
無
効
で
あ
る
、
畢
竟
失
敗
を
繰
返
す
許
り
だ
、

同
化
政
策
の
失
敗
の
反
復
は
日
本
の
不
利
益
で
あ
る
と
同

時
に
我
々
朝
鮮
人
の
堪
へ
難
き
不
幸
で
あ
る
と
(57)

こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、「
朴
勝
彬
等
の
東
京
に
於
け
る
運
動
が
内

地
識
者
の
同
情
を
得
な
か
つ
た
の
は
当
然
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」
(58)

と
あ
る
が
、
こ
の
「
朴
勝
彬
等
の
東
京
に
於
け
る
運
動
」
と
は
何

で
あ
ろ
う
か

。
数
日
前
の
『
独
立
新
聞
』（
大
韓
民
国
臨
時
政
府
）

(59)
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で
は
次
の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

諸
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
と
お
り
、
朴
勝
彬
李
基
燦
等
数
名

マ
マ

は
宇
佐
美
〔
勝
夫
〕
の
手
足
と
な
り
、
日
本
に
渡
っ
て
行
っ

て
怪
異
な
自
治
説
を
主
張
す
る
も
、
日
本
で
は
国
内
問
題
に

奔
忙
し
て
接
受
せ
ず
、
先
日
、
帰
国
し
、
さ
ら
に
斎
藤
一
行

の
歓
迎
を
準
備
中
に
あ
る
と
い
う
。
(60)

明
確
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
斎
藤
実
が
朝
鮮
総
督
に
赴
任

す
る
前
後
に
朴
勝
彬
ら
は
東
京
に
行
っ
た
こ
と
に
な
る
。
朴
勝
彬

の
東
京
行
き
は
陸
軍
省
所
蔵
の
資
料
「
京
城
民
情
彙
報

民
心
ノ

傾
向
」
で
も
確
認
で
き

、
事
実
と
し
て
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ

(61)

る
。
こ
の
件
と
直
接
関
係
す
る
か
ど
う
か
検
証
が
必
要
だ
が
、
八

月
一
日
の
原
敬
の
日
記
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
こ
と
に
注
意

し
た
い
。朝

鮮
人
沈
天
風
、
李
基
燦
其
他
数
名
来
訪
、
総
督
政
治
に

マ
マ

付
従
来
の
失
政
を
挙
げ
て
朝
鮮
人
の
憤
慨
已
む
を
得
ざ
る
事

を
述
ぶ
る
に
付
、
余
は
今
回
官
制
を
改
革
し
て
其
弊
風
を
一

掃
す
べ
し
と
云
聞
せ
た
り
、
又
彼
等
は
朝
鮮
は
朝
鮮
人
を
し

て
治
め
し
め
よ
と
か
、
朝
鮮
議
会
を
作
れ
と
か
云
ひ
た
る
も
、

余
断
然
其
趣
旨
は
合
併
と
相
容
れ
ざ
る
も
の
に
て
即
ち
独
立

を
望
む
も
の
な
り
、
合
併
の
今
日
に
於
て
は
朝
鮮
人
内
地
人

何
等
区
別
あ
る
べ
か
ら
ず
、
地
方
自
治
の
如
き
は
別
と
し
て

朝
鮮
人
も
相
当
の
時
機
に
は
帝
国
議
会
に
列
す
る
を
要
す
、

官
吏
の
如
き
も
内
地
に
も
朝
鮮
人
を
登
用
す
べ
く
其
間
に
区

別
あ
る
べ
か
ら
ず
と
の
趣
旨
を
明
瞭
に
諭
旨
し
た
り
。
彼
等

は
野
田
〔
卯
太
郎
〕
、
田
中
〔
義
一
〕
等
に
も
会
見
し
、
殆

ん
ど
同
様
の
意
思
を
聞
き
た
り
と
云
ふ
。
(62)

沈
天
風
と
は
沈
友
燮
の
筆
名
で
あ
り
、
李
基
璨
と
と
も
に
啓
明

倶
楽
部
（
当
時
、
漢
陽
倶
楽
部
）
の
部
員
で
も
あ
る
。
よ
っ
て
「
其

他
数
名
」
の
な
か
に
朴
勝
彬
が
入
っ
て
い
た
可
能
性
は
否
定
で
き

な
い
。
こ
こ
で
は
あ
く
ま
で
推
定
に
す
ぎ
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し

て
も
朴
勝
彬
ら
の
自
治
論
は
右
の
よ
う
な
反
応
を
受
け
て
、
賛
同

を
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
み
て
よ
い
。
一
九
二
二
年
一
〇
月
中
旬
に

日
本
人
議
員
三
名
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
朝
鮮
民
情
視
察
の
報

告
書
で
は
、
朴
勝
彬
の
見
解
が
「
現
在
に
於
け
る
朝
鮮
統
治
の
政

策
に
は
何
れ
の
方
面
を
問
は
ず
総
て
誠
意
を
認
め
る
事
が
出
来
な

い
。
言
ふ
迄
も
な
く
日
本
の
朝
鮮
に
対
す
る
政
策
如
何
は
直
に
之

132



れ
朝
鮮
人
全
体
の
死
活
の
分
岐
点
と
な
る
の
で
あ
る
」

と
要
約
・

(63)

紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
先
の
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
で
紹
介

さ
れ
た
朴
の
主
張
と
も
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
朴
に
と
っ
て
の

「
自
治
」
問
題
と
は
、「
死
活
」
問
題
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。

さ
て
、
朴
勝
彬
の
「
自
治
」
に
つ
い
て
、
先
述
の
陸
軍
省
所
蔵

の
資
料
で
は
興
味
深
い
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
同
資
料
は
三
・

一
独
立
運
動
勃
発
後
の
京
城
に
お
け
る
「
中
産
階
級
」
の
「
民
心

ノ
傾
向
」
に
つ
い
て
、「
自
治
派
」
、「
同
化
派
」
、「
独
立
派
」
に
分

類
す
る
が
、
朴
勝
彬
は
意
外
な
こ
と
に
「
独
立
派
」
に
分
類
さ
れ

て
い
る

。
「
自
治
派
」
を
「
朝
鮮
ニ
於
ケ
ル
自
治
ヲ
得
ン
ト
ス
ル

(64)

モ
ノ
」
、
「
同
化
派
」
を
「
協
成
倶
楽
部
ナ
ル
団
体
ヲ
組
織
シ
同
化

親
日
ニ
努
メ
〔
…
…
〕
民
間
ト
官
憲
ト
ノ
間
ニ
介
在
シ
陰
ニ
自
己

ノ
勢
力
ヲ
得
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
」
と
し
た
う
え
で
、「
独
立
派
」
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
の
で
あ
る
。

崔
鎮
、
朴
勝
彬
、
安
国
善
、
沈
冝
性
、
李
基
燦
等
ハ
表
面
中

マ
マ

マ
マ

立
ヲ
標
榜
シ
居
ル
モ
其
裏
面
ハ
全
ク
独
立
派
ニ
シ
テ
陰
ニ
陽

ニ
之
カ
実
現
ニ
付
後
援
シ
且
期
待
シ
居
レ
リ
而
シ
テ
彼
等
ノ

主
張
ス
ル
所
ハ
言
論
集
会
出
版
ノ
自
由
ヲ
叫
ヒ
此
ノ
機
関
ニ

依
リ
テ
同
志
ヲ
叫
合
シ
一
大
団
体
ヲ
形
成
セ
ム
ト
ス
然
レ
ト

モ
斯
ク
テ
ハ
官
憲
ノ
取
締
厳
重
ヲ
加
ヘ
行
動
ニ
支
障
ヲ
来
サ

ン
コ
ト
ヲ
慮
リ
表
面
物
産
奨
励
株
式
会
社
ヲ
組
織
セ
ム
ト
シ

目
下
運
動
中
ニ
ア
リ

尚
ホ
右
朴
勝
彬
、
及
李
基
燦
ハ
曩
ニ
高
羲
駿
一
派
ノ
主
義
即

マ
マ

チ
自
治
派
ニ
共
鳴
シ
其
目
的
実
現
ノ
為
東
上
シ
タ
ル
コ
ト
ア

リ
シ
モ
鮮
人
ノ
多
ク
ハ
高
羲
駿
等
ノ
主
唱
ス
ル
自
治
運
動
ハ

俄
ニ
実
現
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
ト
批
難
ス
ル
者
ア
リ
旁
々

将
来
ノ
地
位
ヲ
顧
慮
シ
俄
ニ
初
志
ヲ
翻
シ
独
立
派
ノ
崔
鎮
一

派
ニ
附
随
ス
ル
ニ
至
レ
ル
モ
ノ
ナ
リ
(65)

朝
鮮
内
で
は
民
族
主
義
妥
協
派
の
運
動
と
み
ら
れ
て
い
た
朴
勝

彬
ら
の
活
動
も
、
こ
の
よ
う
に
当
局
側
に
は
「
独
立
」
に
つ
な
が

る
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
た
よ
う
だ
。
も
っ
と
も
、「
独
立
派
ト

自
治
派
ト
ノ
間
ニ
ハ
一
部
了
解
サ
レ
居
ル
点
ア
ル
カ
如
キ
」

と
し

(66)

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
国
家
の
独
立
を
願
う
臨
時
政
府
の
よ
う
な

立
場
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
し
、
そ
の
後
も
研
政
会
計
画
へ
の

関
与
な
ど
を
み
て
も
わ
か
る
と
お
り
、
朴
勝
彬
が
「
自
治
」
を
志

向
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
む
し
ろ
重
要
な
の
は
、
原
敬
が
日

記
で
「
彼
等
は
朝
鮮
は
朝
鮮
人
を
し
て
治
め
し
め
よ
と
か
、
朝
鮮
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議
会
を
作
れ
と
か
云
ひ
た
る
も
、
余
断
然
其
趣
旨
は
合
併
と
相
容

れ
ざ
る
も
の
に
て
即
ち
独
立
を
望
む
も
の
な
り
」
と
記
し
た
り
、

研
政
会
復
活
計
画
に
際
し
て
当
局
側
が
「
独
立
宣
言
ノ
三
十
三
名

系
其
他
ノ
民
族
主
義
者
ト
気
脈
ヲ
通
」
ず
る
と
判
断
し
た
こ
と
か

ら
も
、
朴
勝
彬
等
の
い
う
「
自
治
」
が
「
独
立
」
に
つ
な
が
り
う

る
動
き
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
し
て
み
た
と
き
、
臨
時
政
府
や
大
韓
人
国
民
会
か
ら
み
た

評
価
と
日
本
当
局
側
が
み
た
評
価
が
ま
っ
た
く
分
か
れ
て
し
ま
う

と
こ
ろ
に
、
朴
勝
彬
の
か
か
わ
っ
た
政
治
運
動
の
性
格
が
あ
ら
わ

れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
朴
勝
彬
の
次
の
発
言
は
ど
の
よ

う
な
意
味
を
も
つ
だ
ろ
う
か
。

朝
鮮
人
の
急
務
は
〔
…
…
〕
精
神
上
に
お
い
て
も
、
物
質

上
に
お
い
て
も
、
急
務
で
な
い
も
の
は
な
い
が
、
わ
た
く
し

は
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
朝
鮮
人
の
手
で
政
事
を
お
こ
な
う
権

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．

利
を
握
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
教
育
を
お

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．

こ
な
う
に
し
て
も
、
産
業
を
振
興
さ
せ
る
に
し
て
も
、
朝
鮮

人
の
手
で
政
権
を
握
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
〔
…
…
〕
実
に

現
在
の
朝
鮮
人
経
済
界
は
、
き
わ
め
て
危
険
な
時
期
で
、
こ

れ
を
い
く
ら
か
な
り
と
も
耐
え
抜
い
て
い
こ
う
と
方
法
を
研

究
す
る
な
ら
ば
、
政
治
の
力
で
土
産
を
奨
励
し
、
経
済
的
に

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．

．
．
．
．

独
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
し
て
、
朝
鮮
人
が
互
い
に
さ

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．

ら
な
る
団
合
〔
＝
団
結
〕
を
鞏
固
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、〔
…

…
〕
朝
鮮
人
が
将
来
生
き
て
い
こ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
わ
れ

わ
れ
の
団
合
を
鞏
固
に
し
た
あ
と
、
ど
の
よ
う
な
形
式
で
あ

れ
、
政
権
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
(67)

彼
に
と
っ
て
「
朝
鮮
人
の
手
で
政
事
を
お
こ
な
う
権
利
を
握
」

る
こ
と
は
「
急
務
」
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
そ
れ
は
か
な
り
強
い
意

味
で
の
「
自
治
」
を
意
味
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
先

に
み
た
と
お
り
そ
の
「
自
治
」
さ
え
も
日
本
側
に
と
っ
て
み
れ
ば

独
立
に
つ
な
が
り
う
る
危
険
な
思
想
と
と
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
い

う
ま
で
も
な
く
朝
鮮
の
現
実
は
「
自
治
」
の
権
利
さ
え
得
ら
れ
な

い
状
況
で
あ
っ
た
。
朴
勝
彬
は
そ
の
「
政
権
」
を
握
る
た
め
に
、「
わ

れ
わ
れ
の
団
合
を
鞏
固
に
」
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

で
は
、
彼
の
い
う
「
団
合
」
は
ど
の
よ
う
に
し
て
遂
げ
ら
れ
る

も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
手
段
の
一
つ
が
生
活
改
善
運
動
で

あ
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
の
言
語
問
題
の
解
決
な
の
で
あ
っ
た
。
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三
．
朴
勝
彬
の
言
語
・
民
族
観
と
言
語
運
動

（
一
）
「
民
族
」
の
あ
り
方
と
言
語
問
題

─
啓
明
倶
楽
部
を
中
心
に

─

朴
勝
彬
の
言
語
観
を
端
的
に
あ
ら
わ
す
も
の
と
し
て
、
彼
の
著

作
『
朝
鮮
語
学
』
の
序
文
の
次
の
一
節
が
し
ば
し
ば
注
目
さ
れ
る
。

あ
る
民
族
の
言
語
は
、
そ
の
民
族
と
盛
衰
を
と
も
に
す
る
も

の
で
あ
る
。
文
化
の
高
い
民
族
は
発
達
し
た
合
理
的
な
言
語

を
持
ち
、
未
開
な
民
族
は
幼
稚
な
言
語
を
使
用
す
る
。
武
勇

な
民
族
は
そ
の
言
語
が
堅
実
で
あ
り
、
文
弱
な
民
族
は
そ
の

言
語
が
浮
虚
と
し
て
〔
＝
不
安
定
で
〕
着
実
で
な
い
。
平
等

制
度
を
尚
ぶ
民
族
は
言
語
が
普
遍
的
に
成
立
し
て
お
り
、
階

級
制
度
を
尚
ぶ
民
族
は
言
語
が
差
別
的
に
組
織
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
言
語
は
そ
の
社
会
の
実
質
的
事
物
を

外
形
に
表
現
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
言

語
は
そ
の
社
会
の
実
質
的
事
物
を
誘
導
し
牽
制
す
る
役
割
が

あ
り
、
発
達
し
た
言
語
は
文
化
の
増
進
を
促
し
、
幼
稚
な
言

語
は
こ
れ
を
妨
げ
る
。
堅
実
な
言
語
は
武
勇
な
性
格
を
涵
養

し
、
浮
虚
と
し
た
言
語
は
之
を
妨
げ
る
。
普
遍
的
な
言
語
は

平
等
思
想
を
助
長
し
、
差
別
的
言
語
は
こ
れ
を
妨
げ
る
の
で

あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
あ
る
社
会
の
実
質
的
事
物
と
言
語

と
は
、
互
い
に
表
裏
を
な
し
、
そ
の
社
会
の
盛
衰
に
対
し
て

互
い
に
原
因
と
結
果
と
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
言
語
は
民
族

的
生
活
に
至
極
重
要
な
関
係
を
持
つ
の
で
あ
る
。
(68)

こ
の
言
語
観
を
み
れ
ば
、
非
常
に
明
瞭
な
二
項
対
立
の
図
式
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
民
族
の
盛
衰
」
と
言
語
が
一
体
で
あ
る
と

の
前
提
で
、「
合
理
的
／
堅
実
／
普
遍
的
」
な
言
語
と
「
文
化
の
高

い
／
武
勇
な
／
平
等
制
度
を
尚
ぶ
」
民
族
と
が
、
ま
た
一
方
で
「
幼

稚
／
浮
虚
／
差
別
的
」
な
言
語
と
「
未
開
／
文
弱
／
階
級
制
度
を

尚
ぶ
」
民
族
と
が
そ
れ
ぞ
れ
セ
ッ
ト
で
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
朴

勝
彬
に
と
っ
て
の
言
語
運
動
と
は
、
こ
の
両
者
の
う
ち
前
者
を
指

向
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
、
こ
こ
に
設
定
さ
れ
る
あ
る

べ
き
民
族
像
を
作
り
出
す
た
め
に
と
ら
れ
た
言
語
改
革
論
の
一
つ

が
、
児
童
の
敬
語
使
用
奨
励
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
問
題

に
関
し
て
は
朴
勝
彬
が
個
人
と
し
て
も
見
解
を
述
べ
て
い
る
が
、

彼
が
一
九
二
〇
年
代
以
降
に
啓
蒙
運
動
の
母
体
と
し
て
い
た
啓
明

135



倶
楽
部
に
お
け
る
方
針
で
も
あ
っ
た
の
で
、
ま
ず
は
啓
明
倶
楽
部

で
の
建
議
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。

啓
明
倶
楽
部
は
、
一
九
一
八
年
一
月
、
閔
大
植
、
朴
勝
彬
ら
が

民
族
啓
蒙
団
体
と
し
て
発
足
さ
せ
た
「
漢
陽
倶
楽
部
」
の
後
身
で
、

一
九
二
一
年
に
「
啓
明
倶
楽
部
」
と
改
称
・
改
組
し
た

。
閔
や
朴

(69)

の
ほ
か
崔
南
善
、
李
能
和
な
ど
の
知
識
人
が
関
与
す
る
形
で
、
お

も
に
生
活
改
善
、
学
術
研
究
、
古
典
刊
行
な
ど
の
事
業
を
展
開
し
、

と
く
に
生
活
改
善
運
動
の
例
と
し
て
、
衣
服
制
度
の
改
善
、
二
重

過
歳
（
陽
暦
と
陰
暦
の
正
月
を
両
方
過
ご
す
こ
と
）
の
廃
止
、
葬

礼
形
式
の
改
変
（
簡
素
化
）、
家
庭
内
の
衛
生
問
題
の
解
決
推
進
、

族
譜
廃
止
の
提
言
な
ど
の
活
動
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る

。
す
で

(70)

に
指
摘
し
た
と
お
り
、
朴
勝
彬
と
の
関
係
で
み
れ
ば
、
彼
の
留
学

時
期
と
弁
護
士
と
し
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
み
て
と
る
こ
と
が
で

き
る
。

前
述
し
た
啓
明
倶
楽
部
の
決
議
内
容
に
関
し
て
は
、
朴
勝
彬
個

人
も
同
様
の
主
旨
の
発
言
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
彼
自
身
も
実
践

し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
の
言
語
観
も
生
活
改
善
運
動
の
一
環

と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
、
朝
鮮
人
児
童
に
敬
語
（
하

오
体
）
を
使
用
さ
せ
よ
う
と
い
う
啓
明
倶
楽
部
の
建
議
に
も
あ
ら

わ
れ
て
い
た
。
一
九
二
一
年
五
月
三
〇
日
付
の
『
東
亜
日
報
』
は
、

同
五
月
二
八
日
に
開
か
れ
た
啓
明
倶
楽
部
の
総
会
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

啓
明
倶
楽
部
で
は
、
［
…
…
］
一
昨
日
二
八
日
午
後
三
時
に

明
月
館
に
て
臨
時
総
会
を
開
き
、
過
般
来
懸
案
で
あ
っ
た
第

二
人
称
代
名
詞
用
語
に
関
す
る
選
定
と
そ
の
他
、
児
童
間
で

相
敬
う
思
想
を
涵
養
す
る
た
め
に
、
児
童
相
互
間
で
敬
語
を

使
用
さ
せ
る
よ
う
教
育
当
局
者
に
提
案
を
実
行
す
る
等
の
事

項
を
決
議
し
、
同
六
時
半
に
閉
会
し
た
。
第
二
人
称
代
名
詞

の
呼
称
は
「
当
身
」
と
い
う
用
語
を
使
用
す
る
こ
と
に
決
定

し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
(71)

ま
ず
、
こ
の
記
事
に
あ
ら
わ
れ
る
二
つ
の
言
語
問
題
に
つ
い
て

み
る
と
、
第
二
人
称
代
名
詞
用
語
の
選
定
は
、
元
来
朝
鮮
語
に
は

英
語
の
〝yo

u

〟
の
よ
う
に
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
使
用
可
能
な
語
が
存

在
し
な
い
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
記
事
に

も
あ
る
と
お
り
、
「
当
身
（
당
신
）
」
を
用
い
る
こ
と
に
決
定
し
て

い
る
。
も
う
一
つ
の
児
童
相
互
間
に
お
け
る
敬
語
使
用
の
件
に
つ

い
て
は
、
総
督
府
学
務
当
局
に
建
議
す
る
ほ
か
、
教
育
界
に
も
強

く
ア
ピ
ー
ル
し
、
賛
同
も
い
く
ら
か
得
て
い
た
よ
う
だ

。
さ
ら
に
、

(72)

136



こ
の
ほ
か
姓
名
下
の
敬
称
語
に
関
し
て
、
「
씨
（
氏
）
」
を
用
い
る

こ
と
を
会
で
決
定
し
た
り
も
し
て
い
る

。
(73)

さ
て
、
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
ど
の
よ
う
な
意
識
に
支
え
ら
れ
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
。
児
童
の
敬
語
使
用
の
問
題
か
ら
考
え
て
み
る

に
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
啓
明
倶
楽
部
で
は
、「
児
童
を
し
て
自
重

心
を
涵
養
せ
し
む
る
こ
と
」
、
「
児
童
相
互
間
に
礼
儀
の
習
性
を
馴

致
す
る
こ
と
」
、「
社
交
上
、
親
愛
の
情
を
養
成
す
る
を
得
る
こ
と
」
、

「
社
交
の
道
を
実
地
に
修
得
す
る
こ
と
を
得
る
こ
と
」
、
「
従
前
の

門
閥
的
階
級
制
度
に
も
と
づ
く
弊
風
を
矯
正
し
、
人
類
平
等
の
観

念
を
助
長
す
る
の
効
力
が
あ
る
こ
と
」
を
期
待
し
て
い
た

。
こ
の

(74)

建
議
に
対
し
て
、『
東
亜
日
報
』
の
社
説
で
も
、
そ
れ
は
階
級
差
を

前
提
に
し
な
い
道
徳
的
観
念
を
作
り
出
し
、「
紳
士
の
国
家
」
を
成

立
さ
せ
る
た
め
の
必
須
要
件
で
あ
る
と
し
、
ひ
い
て
は
、
経
済
、

法
律
、
科
学
な
ど
の
「
国
家
の
根
本
」
に
先
立
っ
て
確
立
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
「
倫
理
的
方
面
」
の
整
備
の
一
環
で
あ
る
と
し

て
、
そ
の
意
義
を
高
く
評
価
し
た

。
後
年
に
朴
勝
彬
も
ほ
ぼ
同
様

(75)

の
五
種
類
の
項
目
に
対
し
て
、
一
つ
一
つ
解
説
を
加
え
て
い
る

。
(76)

啓
明
倶
楽
部
は
、
こ
の
件
に
関
し
て
、
一
九
二
一
年
九
月
二
二

日
に
京
城
の
各
界
名
士
四
〇
余
名
を
招
待
す
る
形
で
懇
話
会
を
開

い
て
い
る
が

、
そ
の
席
上
、
理
事
の
朴
勝
彬
が
「
従
来
の
朝
鮮
人

(77)

は
、
い
ろ
い
ろ
と
社
会
上
の
階
級
に
縛
ら
れ
、
こ
と
ば
に
も
区
別

が
あ
ま
り
に
多
い
の
で
、
ど
う
し
て
も
互
い
に
融
和
団
結
す
る
と

い
う
美
し
い
結
果
を
得
ら
れ
ず
、
互
い
に
排
斥
忌
避
す
る
弊
害
を

起
こ
し
て
き
た
」

と
述
べ
た
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
点
は
な
か
な

(78)

か
解
決
さ
れ
な
い
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
、
の
ち
に
よ
り
具
体
的

に
次
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。

児
童
等
の
遊
戯
を
観
察
す
れ
ば
其
弊
害
は
余
り
に
明
瞭
に

語
露
は
れ
て
居
る
。
児
童
が
互
に
其
相
手
方
に
対
し
人
格
的

マ

マ

待
遇
の
観
念
は
全
然
念
頭
に
含
ま
れ
ず
、
其
言
は
野
卑
、
粗

暴
、
侮
蔑
、
圧
迫
の
気
分
を
忌
憚
な
く
発
揮
し
、
遂
に
は
口

汚
き
悪
口
を
平
気
に
繰
返
し
稍
も
す
れ
ば
争
闘
打
擲
を
為
す

こ
と
稀
な
ら
ず
此
を
見
る
者
を
し
て
顰
蹙
寒
心
を
禁
じ
能
は

ざ
る
状
況
な
り
。
〔
…
…
〕
又
優
順
し
き
こ
と
を
以
て
其
生

マ

マ

命
と
も
云
ふ
娘
様
達
が
（
女
子
高
等
通
学
校
生
徒
包
含
）
互

に
野
卑
、
粗
暴
、
汚
罵
に
渉
る
語
彙
を
平
気
に
交
換
す
る
こ

と
を
見
る
と
き
は
尚
更
冷
汗
を
禁
じ
得
ざ
る
次
第
な
り
。
(79)

児
童
の
言
語
使
用
を
め
ぐ
り
、「
人
格
的
待
遇
の
観
念
」
と
「
野

卑
、
粗
暴
、
侮
蔑
、
圧
迫
の
気
分
」
／
「
野
卑
、
粗
暴
、
汚
罵
に
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渉
る
語
彙
」
と
対
置
す
る
や
り
方
は
、「
平
等
」
と
「
差
別
」
と
い

う
対
立
的
と
ら
え
方
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
て
い
る
。
こ
の
明
確
な

二
項
対
立
の
な
か
で
、
啓
明
倶
楽
部
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
従
来

の
言
語
使
用
の
慣
習
を
否
定
し
、
言
語
使
用
の
一
律
化
（
あ
る
い

は
一
定
化
）
を
す
る
こ
と
で
「
改
善
」
と
と
ら
え
、
ま
た
そ
れ
に

よ
っ
て
「
平
等
」
を
指
向
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
言
語
問
題
の
解
決
に
よ
っ
て
の
み
、
「
平
等
」
が
指

向
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
啓
明
倶
楽
部
は
一
九
二
八
年
一
月
に

族
譜
刊
行
の
慣
習
を
排
除
す
る
こ
と
を
決
議
し
て
い
る
が
、
そ
れ

は
、
族
譜
刊
行
が
「
民
族
的
団
結
力
及
民
族
的
発
展
力
」
、
「
民
族

の
平
等
的
統
一
」
を
阻
害
す
る
も
の
だ
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ

っ
た

。
(80)

こ
の
よ
う
な
階
級
を
打
破
し
、
民
族
が
「
団
合
」
す
る
た
め
の

い
く
つ
か
の
手
段
の
一
つ
と
し
て
言
語
使
用
の
問
題
が
と
ら
え
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
二
）
弱
肉
強
食
の
論
理
と

「
普
遍
」
／「
平
等
」
、そ
し
て
「
自
治
」

「
当
身
」
の
採
用
に
せ
よ
、
児
童
の
敬
語
使
用
に
せ
よ
、
朴
勝

彬
の
言
語
観
か
ら
み
れ
ば
、
そ
れ
が
言
語
改
革
で
あ
る
限
り
、
言

語
の
「
普
遍
」
性
を
指
向
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
そ
れ
が
人
々

の
「
平
等
」
と
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
る
民
族
の
「
団
合
」

に
直
結
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
す
で
に
み
た
と
お
り

で
あ
る
。
こ
こ
で
い
ま
一
度
、
『
朝
鮮
語
学
』
「
序
文
」
に
記
さ
れ

た
民
族
観
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。
民
族
の
性
質
が
「
文
化
の
高

い
／
武
勇
な
／
平
等
制
度
を
尚
ぶ
」
と
「
未
開
／
文
弱
／
階
級
制

度
を
尚
ぶ
」
と
に
二
分
さ
れ
て
い
る
図
式
か
ら
も
わ
か
る
と
お
り
、

社
会
進
化
論
に
も
と
づ
く
優
勝
劣
敗
の
思
考
の
枠
組
み
そ
の
ま
ま

で
あ
っ
た
。
そ
の
う
え
で
朴
勝
彬
は
、
前
者
の
、
す
な
わ
ち
強
者

の
論
理
を
指
向
す
る
こ
と
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
彼
の

言
う
民
族
の
「
団
合
」
は
、
そ
の
ま
ま
強
者
へ
の
指
向
を
意
味
し

た
の
で
あ
り
、
言
語
運
動
も
そ
れ
を
支
え
る
た
め
に
動
員
さ
れ
た

こ
と
に
な
る
。

で
は
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
い
つ
ご
ろ
形
成
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
こ
こ
で
、
朴
勝
彬
が
日
本
留
学
期
に
唯
一
記
し
た
と
思

わ
れ
る
先
の
「
擁
爐
問
答
」
の
内
容
を
思
い
出
し
て
み
よ
う
。
強

者
が
弱
者
を
滅
ぼ
す
優
勝
劣
敗
の
「
国
際
競
争
」
の
時
代
に
、
強

者
の
長
所
を
学
び
、
そ
の
競
争
に
参
与
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

し
た
、「
開
化
」
の
と
ら
え
方
こ
そ
右
で
み
て
き
た
よ
う
な
言
語
・
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民
族
観
の
原
型
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
る
と
次
に
問
題
に
な
る

の
は
、
朴
勝
彬
（
あ
る
い
は
啓
明
倶
楽
部
）
が
、
言
語
問
題
の
ど

こ
に
強
者
の
「
長
所
」
を
見
出
し
た
の
か
で
あ
る
。
朴
勝
彬
は
児

童
の
敬
語
使
用
に
つ
い
て
、
あ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
す
る
。
そ

れ
は
、
自
身
が
福
岡
に
滞
在
し
た
と
き
、
あ
る
「
老
嫗
」
が
児
童

に
話
し
か
け
る
語
調
が
と
て
も
丁
寧
で
、
そ
の
場
面
を
み
た
彼
は
、

「
人
類
社
会
の
美
徳
を
深
く
感
ず
る
と
同
時
に
、
我
が
朝
鮮
社
会

の
遜
色
が
あ
る
こ
と
を
悲
痛
」
し
た
と
い
う

。
(81)

こ
れ
が
、
児
童
敬
語
使
用
問
題
の
直
接
の
因
果
関
係
を
も
つ
も

の
な
の
か
、
後
付
け
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
紹
介
な
の
か
と
い
う
問
題
は

別
と
し
て
も
、
ま
ず
重
要
な
の
は
強
者
の
「
長
所
」
を
日
本
に
み

い
だ
し
て
い
る
と
い
う
構
図
で
あ
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
そ
の
日

本
の
「
長
所
」
が
「
人
類
社
会
の
美
徳
」
と
い
う
「
普
遍
」
的
価

値
と
結
び
つ
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
つ
ま

り
、「
擁
爐
問
答
」
で
示
さ
れ
た
論
理
に
従
え
ば
、
児
童
敬
語
使
用

問
題
は
、
日
本
的
な
言
語
生
活
の
な
か
か
ら
強
者
の
「
長
所
」
と

「
普
遍
」
を
抽
出
し
、
そ
れ
を
朝
鮮
に
移
植
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

優
勝
劣
敗
の
法
則
に
も
と
づ
く
「
国
際
競
争
」
へ
参
与
す
る
こ
と

を
意
味
し
た
。
そ
の
こ
と
は
究
極
的
に
日
本
を
含
む
帝
国
主
義
列

強
に
伍
し
て
い
く
存
在
に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
り
、
こ

こ
に
、「
朝
鮮
人
の
手
で
政
事
を
お
こ
な
う
権
利
を
握
」
る
こ
と
の

意
味
が
前
景
化
し
て
く
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
植
民
地
下
に

お
い
て
朴
勝
彬
は
「
連
邦
の
形
式
」
に
お
け
る
「
自
治
」
を
主
張

す
る
の
で
あ
り
、「
擁
爐
問
答
」
の
と
き
に
国
家
と
し
て
の
独
立
を

主
張
し
た
の
と
は
状
況
が
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
。
し
か
も

そ
の
「
自
治
」
さ
え
も
実
現
し
て
い
な
い
状
況
に
お
い
て
、
彼
は

そ
の
原
因
を
「
団
合
」
で
き
な
い
民
族
の
性
質
＝
「
未
開
／
文
弱

／
階
級
制
度
を
尚
ぶ
」
に
求
め
た
。
生
活
改
善
運
動
と
そ
の
一
環

と
し
て
の
言
語
改
革
は
そ
の
よ
う
な
民
族
の
性
質
の
「
改
革
／
改

善
」
と
い
う
文
脈
の
な
か
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
三
）
「
政
権
」
な
き
教
育

─
言
語
運
動
の
限
界

─

近
年
、
朝
鮮
語
綴
字
法
問
題
に
関
し
、
朝
鮮
語
研
究
会
─
朝
鮮

語
学
会
側
が
朝
鮮
総
督
府
学
務
局
主
管
の
「
諺
文
綴
字
法
」（
一
九

三
〇
年
）
審
議
の
場
に
「
協
力
」
す
る
こ
と
で
運
動
の
成
果
を
得

た
こ
と
を
強
調
し
、
従
来
の
民
族
主
義
的
評
価
に
再
考
を
迫
る
動

き
が
出
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が

、
こ
れ

(82)

は
朝
鮮
語
研
究
会
─
朝
鮮
語
学
会
側
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
か
っ

た
。
朝
鮮
語
学
研
究
会
も
「
諺
文
綴
字
法
」
の
審
議
が
お
こ
な
わ
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れ
て
い
る
時
期
に
、
審
議
委
員
の
一
人
で
あ
る
日
本
人
通
訳
官
に

反
対
陳
情
を
お
こ
な
っ
た
り
、
一
九
三
六
年
に
も
本
研
究
会
メ
ン

バ
ー
を
核
と
す
る
朝
鮮
文
記
写
整
理
期
成
会
の
名
義
で
学
務
局
に

反
対
陳
情
を
お
こ
な
っ
た
り
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る

。
(83)

啓
明
倶
楽
部
は
、
先
に
み
た
と
お
り
児
童
敬
語
使
用
問
題
な
ど

に
つ
い
て
、
学
務
局
に
建
議
し
た
り
、
懇
話
会
に
行
政
関
係
者
を

招
待
し
た
り
し
て
い
た

。
こ
れ
ら
の
事
業
を
朴
勝
彬
自
身
も
教
育

(84)

行
政
の
場
を
借
り
て
実
現
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
こ
と
は
、
彼

の
次
の
よ
う
な
発
言
か
ら
も
わ
か
る
。

現
在
の
教
育
制
度
上
学
校
内
に
於
け
る
課
目
と
し
て
は
朝

鮮
語
は
其
分
量
に
於
て
又
其
教
育
方
法
に
関
し
て
軽
く
取
扱

は
れ
て
居
る
も
の
と
云
ふ
べ
し
。
然
れ
ど
も
児
童
並
に
少
年

生
徒
の
品
性
教
育
に
関
し
て
は
其
者
等
が
朝
鮮
語
を
常
用
す

る
生
活
を
為
し
居
る
関
係
上
之
を
等
閑
に
付
す
る
こ
と
は
不

可
能
の
事
柄
な
り
。
(85)

し
か
し
、
朴
勝
彬
は
か
つ
て
教
育
を
お
こ
な
う
た
め
に
「
朝
鮮

人
の
手
で
政
事
を
お
こ
な
う
権
利
」
の
必
要
性
を
説
い
て
い
た
。

そ
う
す
る
と
、
総
督
府
権
力
に
頼
る
彼
の
右
の
よ
う
な
考
え
方
は

一
見
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
彼
は
、「
文
盲
退
治
」

の
た
め
の
具
体
的
な
対
策
に
関
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
義
務
教
育

実
施
の
必
要
性
を
主
張
し
た
が
、「
今
の
朝
鮮
は
、
為
政
と
民
衆
が
、

お
前
と
俺
〔
と
い
っ
た
式
に
〕
分
か
れ
て
い
」
る
た
め
、「
結
局
わ

れ
わ
れ
と
し
て
は
方
法
が
な
」
い
と
絶
望
し
て
い
た

。
こ
の
こ
と

(86)

は
、
教
育
の
自
治
の
前
提
と
な
る
「
朝
鮮
人
の
手
で
政
事
を
お
こ

な
う
権
利
」
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
朝
鮮
人
の
手
で
政

事
を
お
こ
な
う
権
利
」
が
な
い
＝
「
方
法
が
な
」
い
状
態
で
、
そ

の
「
政
権
」
を
得
る
た
め
の
民
族
の
「
団
合
」
を
成
し
遂
げ
る
た

め
に
は
、
総
督
府
権
力
に
よ
る
教
育
の
場
を
借
り
る
し
か
な
い
と

い
う
構
造
的
矛
盾
に
陥
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
、
教

育
の
場
を
め
ぐ
る
主
導
権
が
総
督
府
に
よ
っ
て
握
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
意
味
し
、
言
語
運
動
も
自
然
こ
の
よ
う
な
限
界
を
抱
え
ざ
る

を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
先
に
言
及
し
た
朝
鮮
語
研
究
会
─
朝

鮮
語
学
会
の
事
例
も
同
様
の
文
脈
で
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

本
稿
の
意
図
は
、
朴
勝
彬
に
関
す
る
断
片
的
な
事
実
を
通
し
て
、
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彼
が
一
九
二
〇
年
代
以
降
に
言
語
に
関
す
る
発
言
を
積
極
的
に
す

る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
つ
い
て
考
え
る
手
が
か
り
を
得
る
と
こ

ろ
に
あ
っ
た
。
彼
が
初
期
に
残
し
た
文
章
は
、
ほ
と
ん
ど
発
見
さ

れ
な
い
た
め
、
そ
の
思
想
の
根
源
を
ど
こ
に
求
め
る
か
は
、
と
て

も
難
し
い
問
題
で
あ
る
。
す
で
に
発
表
し
た
旧
稿
の
修
正
も
含
め
、

彼
の
「
自
治
」
と
生
活
改
善
、
言
語
改
革
に
関
す
る
言
説
を
連
動

さ
せ
て
考
え
る
こ
と
を
試
み
た
。
議
論
の
前
提
は
、
朴
勝
彬
と
対

抗
し
た
朝
鮮
語
研
究
会
─
朝
鮮
語
学
会
も
含
め
、
言
語
運
動
の
展

開
が
な
ぜ
総
督
府
と
の
一
定
の
協
調
関
係
の
も
と
に
お
こ
な
わ
れ

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
か
を
、
植
民
地
統
治
権
力
と
の
距
離
に
お
い

て
把
握
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
問
題
意
識
に
あ
る
。
こ
れ
を
解
く

た
め
に
は
、
朴
勝
彬
の
政
治
と
の
か
か
わ
り
方
に
つ
い
て
把
握
す

る
こ
と
は
、
大
き
な
意
味
を
も
つ
こ
と
と
考
え
る
。
本
稿
で
は
、

そ
れ
が
彼
の
「
自
治
」
論
に
か
か
わ
る
言
説
で
あ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
経
歴
・
活
動
等
に
つ
い
て
ま
だ
不
明
な
と
こ
ろ
が

多
く
、
さ
ら
な
る
資
料
追
跡
が
必
要
な
状
態
で
あ
る
。
た
だ
、
彼

の
「
自
治
」
論
、
生
活
改
善
論
、
そ
し
て
言
語
観
・
民
族
観
が
児

童
敬
語
使
用
問
題
を
媒
介
に
、
つ
な
が
り
を
み
せ
た
こ
と
は
非
常

に
重
要
な
こ
と
だ
ろ
う
と
思
う
。

最
後
に
、
朴
勝
彬
の
末
年
に
関
し
て
言
及
し
て
、
本
稿
を
閉
じ

た
い
と
思
う
。
彼
は
、
一
九
四
一
年
創
立
の
朝
鮮
臨
戦
報
国
会
と

い
っ
た
戦
争
協
力
団
体
に
関
与
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る

。
か
つ

(87)

て
自
治
を
望
ん
だ
も
の
の
、
結
局
「
朝
鮮
人
の
手
で
政
事
を
お
こ

な
う
権
利
」
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
、
ま
さ
に
そ
の
末
路
で
あ
っ
た
。

臨
戦
報
国
会
の
名
簿
を
み
る
と
、
啓
明
倶
楽
部
の
人
物
の
大
多
数

参
席
し
て
い
る
。
こ
の
こ
ろ
の
朴
勝
彬
の
発
言
は
発
見
さ
れ
て
お

ら
ず
、
彼
の
認
識
を
明
確
に
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
右
で
み

て
き
た
よ
う
な
彼
の
言
動
と
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
か
。

今
回
、
資
料
の
制
約
の
関
係
で
扱
え
な
か
っ
た
諸
事
実
と
と
も
に

再
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

【
注
】

三
ツ
井
崇
『
朝
鮮
植
民
地
支
配
と
言
語
』
明
石
書
店
、
二
〇
一
〇
年
。

(1)

以
下
、
朴
勝
彬
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
次
の
諸
文
献
を
参
考
に
し
て
い
る
。

(2)
天
野
徳
也
編
『
中
央
大
学
三
十
年
史
』（
法
学
新
報
社
、
一
九
一
五
年
）、「
金

宏
集
内
閣
이
発
布
한
八
十
八
条

守
旧
頑
固
派
엔
青
天
霹
靂

모
든
向
傾
은

マ

マ

西
洋
을
標
準
으
로
─
甲
午
改
革
을
回
顧
하
는
朴
勝
彬
氏
─
（
나
의
追
憶
一

二
）」（『
朝
鮮
日
報
』
一
九
二
八
年
一
二
月
二
五
日
付
）、「
当
時
에
와
잇
든

日
人
은

진
고
개
에
사
랑
장
수
몃
집

今
昔
의
感
이
업
지
안
타
고

─
甲
午
改
革
을
回
顧
하
는
朴
勝
彬
氏
─(

나
의
追
憶
一
四)

」（
同
一
二
月
二

六
日
付
）、
若
林
勝
太
郎
編
『
学
員
名
簿
』（
中
央
大
学
学
員
会
、
一
九
四
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〇
年
）、
高
麗
大
学
校
六
十
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
六
十
年
誌
』（
高
麗
大

学
校
出
版
部
、
서
울
、
一
九
六
五
年
）、
田
口
容
三
「
愛
国
啓
蒙
運
動
期
の

時
代
認
識
」（『
朝
鮮
史
研
究
会
論
文
集
』
第
一
五
集
、
一
九
七
八
年
）、
千

素
英
「
学
凡

朴
勝
彬

研
究
」（
高
麗
大
学
校
大
学
院
碩
士
論
文
、
一
九
八

〇
年
）、
金
完
鎮
「
朴
勝
彬
」（
김
완
진
／
안
병
희
／
이
병
근
『
국
어
연
구

의

발
자
취
（
Ⅰ
）』
서
울
대
학
교
출
판
부
、
서
울
、
一
九
八
五
年
）、

朴
賛
雄
『
日
本
統
治
時
代
を
肯
定
的
に
理
解
す
る
─
韓
国
の
一
知
識
人
の

回
想
─
』（
草
思
社
、
二
〇
一
〇
年
）。
な
お
、
旧
稿
所
収
の
記
述
を
大
幅

に
訂
正
し
て
あ
る
。

朴
景
陽
は
一
八
四
三
年
生
ま
れ
、
戊
子
（
一
八
八
八
年
）
式
年
試
の
進
士

(3)
に
合
格
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
（
한
국
학
중
앙
연
구
원
『
한

국
역
대
인
물

종
합
정
보
시
스
템
』http://people.aks.ac.kr/i

ndex.aks

）。

前
掲
「
金
宏
集
内
閣
이
発
布
한
八
十
八
条

守
旧
頑
固
派
엔
青
天
霹
靂

모

(4)
든
向
傾
은
西
洋
을
標
準
으
로
─
甲
午
改
革
을
回
顧
하
는
朴
勝
彬

マ

マ

氏
─
（
나
의
追
憶
一
二
）」。

朴
賛
雄
前
掲
書
、
二
六
頁
。

(5)
『
官
報
』（
一
八
九
九
年
五
月
一
七
日
付
）、
同
（
五
月
二
三
日
付
）、「
報

(6)
告
書
」
第
一
四
号
（『
徳
源
港
報
牒
』
第
三
冊
〈
서
울
大
学
校
奎
章
閣
、
奎

一
七
八
六
六
―
一
〉。

『
官
報
』
一
九
〇
〇
年
八
月
一
五
日
付
。

(7)

興
化
学
校
は
一
八
九
五
年
に
閔
泳
煥
に
よ
っ
て
、
中
橋
義
塾
は
一
八
九
六

(8)

年
に
閔
泳
綺
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
設
立
さ
れ
た
私
立
学
校
で
あ
る
。
興

化
学
校
は
普
通
科
三
年
と
高
等
科
三
年
の
課
程
か
ら
な
り
、
英
語
や
算
術

な
ど
の
教
育
を
し
た
（
李
正
勲
「
韓
末

興
化
学
校
에

관
한

一
考
察
」

漢
城
大
学
校
大
学
院
史
学
科
碩
士
論
文
、
一
九
九
八
年
）。
中
橋
義
塾
は
、

も
と
も
と
「
時
務
学
校
」
と
称
し
て
い
た
が
、
一
九
〇
〇
年
に
解
消
し
、「
縉

紳
中
年
少
聡
俊
者
を
選
ん
で
経
学
と
時
務
に
緊
切
な
条
件
を
教
育
」
し
た

（「
雑
報
」『
皇
城
新
聞
』
一
九
〇
〇
年
一
一
月
一
日
付
）。

旧
稿
で
は
、
官
費
留
学
生
と
し
て
渡
日
し
た
と
記
述
し
た
が
、
こ
れ
は
千

(9)
素
英
前
掲
「
学
凡

朴
勝
彬

研
究
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
千
に
よ
れ
ば
、

朴
勝
彬
の
孫
で
あ
る
朴
賛
機
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
朴
が
一
九
〇
四
年

に
「
皇
室
特
派
留
学
生
」
に
選
ば
れ
た
と
の
証
言
を
得
た
こ
と
を
も
っ
て

官
費
留
学
生
と
し
て
い
る
（
同
論
文
、
一
四
頁
）。
彼
の
留
学
時
期
は
彼
の

証
言
や
中
央
大
学
の
修
業
年
限
な
ど
を
考
え
る
と
、
確
か
に
一
九
〇
四
年

で
は
あ
る
が
、
こ
の
時
期
は
同
時
に
私
費
留
学
生
の
数
が
増
え
て
い
る
時

期
で
あ
っ
た
（
金
淇
周
『
韓
末

在
日
韓
国
留
学
生
의

民
族
運
動
』
図
書

出
版
느
티
나
무
、
서
울
、
二
〇
〇
三
年
、
二
二
頁
）。
ま
た
、
こ
の
と
き
の

「
皇
室
特
派
留
学
生
」
は
東
京
府
立
第
一
中
学
校
へ
と
教
育
が
委
託
さ
れ

て
い
た
が
、
朴
勝
彬
に
そ
の
経
歴
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
朴

勝
彬
を
「
私
費
生
」
と
紹
介
す
る
記
事
も
あ
る
こ
と
か
ら
（「
半
島
에

幾

多
人
材
를

내
인

英
美
露
日

留
學
史
」『
三
千
里
』
第
五
巻
第
一
号
、
一

九
三
三
年
）、
も
う
少
し
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

前
掲
「
当
時
에
와
잇
든
日
人
은

진
고
개
에
사
랑
장
수
몃
집

今
昔

(10)
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의
感
이
업
지
안
타
고
─
甲
午
改
革
을
回
顧
하
는
朴
勝
彬
氏
─(

나
의
追
憶

一
四)
」。

赤
松
治
部
編
『
中
央
大
学
五
十
年
史
』
赤
松
治
部
、
一
九
三
五
年
、
一
五

(11)
～
一
九
頁
。

「
東
京
法
学
院
大
学
学
則
」、「
中
央
大
学
学
則
」
中
央
大
学
百
年
史
編
集

(12)
委
員
会
専
門
委
員
会
編
『
中
央
大
学
百
年
史
（
資
料
編
）』
中
央
大
学
出
版

部
、
二
〇
〇
五
年
、
一
〇
〇
九
～
一
〇
一
四
・
一
〇
二
一
～
一
〇
二
六
頁
。

「
賀
光
武
学
校
盛
況
」『
皇
城
新
聞
』
一
九
〇
六
年
一
一
月
六
日
付
。

(13)

同
右
。

(14)
「
学
界
彙
報
」、「
会
録
」『
大
韓
留
学
生
会
学
報
』
第
一
号
、
一
九
〇
七
年
、

(15)

八
九
・
九
一
頁
。

同
右
「
学
界
彙
報
」、
八
七
頁
。

(16)

同
右
資
料
、
八
五
頁
。
引
用
文
中
の
〔

〕
は
原
則
と
し
て
引
用
者
に
よ

(17)

る
。
以
下
同
じ
。

学
凡
朴
勝
彬
傍
録
「
擁
爐
問
答
」『
大
韓
留
学
生
会
学
報
』
第
二
号
、
一

(18)

九
〇
七
年
、
二
二
頁
。

同
右
資
料
、
二
三
頁
。

(19)

同
右
。

(20)

同
右
資
料
、
二
四
頁
。

(21)

同
右
資
料
、
二
五
頁
。

(22)

同
右
資
料
、
二
六
～
二
七
頁
。

(23)

田
口
容
三
前
掲
論
文
、
오
영
섭
�
한
말

관
동
학
회
의

결
성
과

(24)

활
동
��
�
한
국
독
립
운
동
사
연
구
�
第
三
六
集
、
二
〇
一
〇
年
）。

오
영
섭
同
右
論
文
、
一
八
一
・
一
九
〇
頁
。

(25)

同
右
論
文
、
一
八
五
頁
。

(26)
『
皇
城
新
聞
』
一
九
〇
八
年
六
月
二
八
日
付
。

(27)
『
官
報
』
一
九
〇
九
年
六
月
三
〇
日
付
。

(28)
『
朝
鮮
総
督
府
官
報
』
一
九
三
七
年
一
一
月
九
日
付
。

(29)
『
皇
城
新
聞
』
一
九
〇
八
年
三
月
八
日
付
。

(30)
『
皇
城
新
聞
』
一
九
〇
八
年
四
月
一
七
日
付
。

(31)
『
皇
城
新
聞
』
一
九
〇
八
年
四
月
二
九
日
付
。
こ
こ
で
は
「
月
報
を
刊
行

(32)
す
る
」
と
あ
る
が
、
の
ち
に
は
「
会
報
を
発
行
す
る
」
と
あ
り
（『
皇
城
新

聞
』
一
〇
月
七
日
付
）、
両
者
が
同
じ
も
の
か
別
の
も
の
か
は
定
か
で
は
な

い
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
次
註
も
参
照
さ
れ
た
い
。

「
本
会
の
歴
略
」『
法
学
界
』
第
一
号
、
一
九
一
五
年
、
一
頁
。
な
お
、
前

(33)
註
と
の
関
連
で
い
え
ば
、「
本
会
は
今
を
距
る
こ
と
八
年
前
（
明
治
四
十
一

年
／
隆
煕
二
年
）
に
京
城
で
設
立
さ
れ
、
第
三
年
（
明
治
四
十
三
年
／
隆

煕
四
年
）
に
至
る
ま
で
、
本
会
の
事
業
と
し
て
法
学
協
会
雑
誌
を
発
行
（
第

十
九
号
ま
で
）
し
た
が
〔
…
…
〕」
と
あ
り
、
韓
国
併
合
前
の
法
学
協
会
の

機
関
誌
名
は
『
法
学
協
会
雑
誌
』
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

「
本
会
任
員
録
」『
法
学
界
』
第
一
号
、
一
九
一
五
年
、
四
七
頁
。

(34)
『
東
亜
日
報
』
一
九
二
二
年
一
一
月
一
二
日
付
、
同
一
一
月
一
六
日
付
。

(35)
「
言
論
界
가

遂
蹶
起
」『
東
亜
日
報
』
一
九
二
二
年
一
一
月
二
六
日
付
。

(36)
「
言
論
의
擁
護
를
決
議
」『
東
亜
日
報
』
一
九
二
二
年
一
一
月
二
九
日
付
。

(37)
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『
東
亜
日
報
』
一
九
二
二
年
一
二
月
九
日
付
、
同
一
二
月
一
三
日
付
。

(38)
「
雑
誌
筆
禍
事
件
과
法
曹
界
의
奮
起
」（『
東
亜
日
報
』
一
九
二
二
年
一

(39)
二
月
一
八
日
付
）、「
新
天
地
筆
禍
事
件
」（『
東
亜
日
報
』
一
九
二
二
年
一

二
月
一
九
日
付
）。
な
お
、
新
天
地
裁
判
の
際
に
は
、
許
憲
と
卞
栄
晩
は
関

与
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

大
正
十
年
十
月
二
十
五
日
高
警
第
二
八
四
八
八
号
「
民
情
彙
報

東
洋
弁

(40)
護
士
大
会
出
席
者
ノ
朝
鮮
弁
護
士
会
組
織
計
画
」JACAR

（
ア
ジ
ア
歴
史
資

料
セ
ン
タ
ー
）

Ref.C06031101000

、
陸
軍
省
大
日
記
・
朝
鮮
事
件
・

大
正
八
年
乃
至
同
一
〇
年
共
七
冊
其
二

朝
鮮
騒
擾
事
件
関
係
書
類
（
密

受
第
三
三
号
共
二
上
）、
陸
軍
省
（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）。

大
正
十
一
年
十
二
月
十
九
日
高
警
第
四
〇
一
八
号
「
国
際
弁
護
士
大
会
朝

(41)
鮮
人
弁
護
士
出
席
ノ
件
」
朝
鮮
総
督
府
警
務
局
長
発
外
務
次
官
宛
。

大
正
十
一
年
十
二
月
二
十
三
日
高
警
第
四
〇
一
八
号
「
国
際
弁
護
士
大
会

(42)
朝
鮮
人
弁
護
士
出
席
ノ
件
」
朝
鮮
総
督
府
警
務
局
長
発
外
務
次
官
宛
。

「
許
憲
氏

個
人
座
談
会
」『
東
光
』
第
三
九
号
、
一
九
三
二
年
、
三
四
頁
。

(43)

京
城
弁
護
士
会
所
属
内
地
人
弁
護
士
一
同
「
陳
情
書
写
」
朝
鮮
総
督
長
谷

(44)

川
好
道
宛
（
一
九
一
九
年
六
月
）『
斎
藤
実
関
係
文
書
』
国
立
国
会
図
書

館
憲
政
資
料
室
、
所
蔵
番
号
一
一
〇
―
五
。

こ
の
最
初
の
選
挙
の
際
に
選
任
さ
れ
た
の
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
朴
勝
彬
で
あ

(45)

っ
た
（
前
掲
「
許
憲
氏

個
人
座
談
会
」、
三
三
頁
）。

京
城
弁
護
士
会
所
属
内
地
人
弁
護
士
一
同
前
掲
「
陳
情
書
写
」。

(46)
「
弁
護
士
会
が
分
離
し
た
─
臨
時
総
会
で
決
定
─
」『
京
城
日
報
』
一
九
一

(47)

九
年
七
月
一
五
日
付
。

大
正
十
三
年
四
月
二
十
三
日
京
鐘
警
高
秘
第
四
五
〇
四
号
「
朝
鮮
弁
護
士

(48)

協
会
臨
時
総
会
開
催
及
同
協
会
理
事
会
開
催
ニ
関
ス
ル
件
」
京
城
鐘
路
警

察
署
長
発
京
城
地
方
法
院
検
事
正
宛
。

大
正
十
四
年
七
月
四
日
京
鐘
警
高
秘
第
七
四
三
一
号
ノ
一
「
朝
鮮
人
弁
護

(49)
士
協
会
建
議
案
提
出
計
画
ニ
関
ス
ル
件
」
京
城
鐘
路
警
察
署
長
発
京
城
地

方
法
院
検
事
正
宛
。

『
啓
明
』
各
号
と
『
啓
明
倶
楽
部
一
覧
』（
一
九
三
六
年
）
を
み
る
と
、
次

(50)
の
弁
護
士
た
ち
の
名
前
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
権
赫
采
、
金
基
賢
、

金
炳
魯
、
金
瓉
泳
、
申
宇
永
、
劉
文
煥
、
尹
泰
栄
、
李
基
璨
、
李
升
雨
、

李
仁
、
李
琮
夏
、
張
燾
、
崔
鎮
、
許
憲
（
以
上
가
나
다
順
）。『
啓
明
』
第

二
四
号
の
「
部
員
職
業
別
表
」
を
み
る
と
、
全
二
一
四
名
の
部
員
中
一
六

名
が
弁
護
士
で
あ
る
。

朴
勝
彬
の
体
育
奨
励
運
動
へ
の
関
与
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
用
意
し
た
い
。

(51)

財
団
法
人
仁
村
紀
念
会
編
『
仁
村

金
性
洙
伝
』
同
紀
念
会
、
서
울
、
一

(52)

九
七
六
年
、
二
四
四
～
二
四
五
頁
。

「
내

살
림

내

것
으
로

됴
선
사
람

됴
선

것
으
로
」『
新
韓
民
報
』

(53)

一
九
二
三
年
三
月
二
二
日
付
。

「
物
産
奨
励
会

理
事
会
開
催
」『
中
外
日
報
』
一
九
二
八
年
五
月
一
五
日

(54)

付
。

「
独
立
運
動
終
熄
後
ニ
於
ケ
ル
民
族
運
動
ノ
梗
概
」（
一
九
二
七
年
一
月
、

(55)

『
斎
藤
実
関
係
文
書
』
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
、
所
蔵
番
号
九
五
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―
一
六
）、
大
正
十
三
年
四
月
二
十
二
日
京
鐘
警
高
秘
第
四
六
六
九
号
ノ
二

「
崔
麟
ノ
弁
明
ニ
関
ス
ル
件
」（
京
城
鐘
路
警
察
署
長
発
京
城
地
方
法
院

検
事
正
宛
）。
ま
た
、
一
九
二
六
年
秋
に
再
興
し
よ
う
と
し
た
（
大
正
十

五
年
九
月
十
七
日
京
鐘
警
高
秘
第
一
一
四
七
九
号
「
社
会
運
動
ノ
変
転
情

況
ニ
関
ス
ル
件
」
京
城
鐘
路
警
察
署
長
発
京
城
地
方
法
院
検
事
正
宛
）。

同
右
、
大
正
十
五
年
九
月
十
七
日
京
鐘
警
高
秘
第
一
一
四
七
九
号
「
社
会

(56)

運
動
ノ
変
転
情
況
ニ
関
ス
ル
件
」。

「
最
近
の
朝
鮮
思
想
界
（
上
）」『
大
阪
毎
日
新
聞
』
一
九
一
九
年
八
月
二

(57)

八
日
付
。

同
右
。

(58)

一
つ
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ほ
ぼ
同
文
の
記
事
が
同
日
の
『
東

(59)
京
日
日
新
聞
』
に
も
掲
載
さ
れ
た
事
実
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
ち
ら
は
「
朴

勝
彬
等
の
東
京
に
於
け
る
運
動
が
内
地
識
者
の
同
情
を
得
な
か
つ
た
」
こ

と
に
つ
い
て
の
記
述
が
一
切
存
在
せ
ず
、
ま
た
、
見
出
し
が
「
新
日
本
主

義
」
と
な
っ
て
い
て
、
日
朝
両
民
族
の
「
合
体
」
を
い
う
閔
元
植
の
首
長

に
重
点
を
置
く
意
図
が
み
ら
れ
る
点
で
、『
大
阪
毎
日
新
聞
』
の
記
事
と
は

少
し
異
な
る
（「
新
日
本
主
義
一
名
新
朝
鮮
主
義
─
朝
鮮
思
想
界
の
三
つ
の

流
れ
─
（
上
）」『
東
京
日
日
新
聞
』
一
九
一
九
年
八
月
二
八
日
付
）。

「
妖
弁
護
士
等
의
自
治
運
動
」『
独
立
新
聞
』
一
九
一
九
年
八
月
二
六
日
付
。

(60)
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
大
韓
人
国
民
会
の
機
関
誌
『
新
韓
民
報
』
で
も
、

の
ち
に
「
醜
悪
な
弁
護
士
の
無
理
」
と
い
う
見
出
し
で
同
様
の
批
判
が
な

さ
れ
て
い
る
（「
추
악
한
변
호
사
의
무
리
」『
新
韓
民
報
』
一
九
一
九
年

一
〇
月
二
日
付
）。
い
ず
れ
も
独
立
を
志
向
す
る
立
場
と
し
て
は
、
自
治
運

動
は
許
容
で
き
な
い
行
為
に
映
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
内
務
部
長
官

宇
佐
美
勝
夫
の
「
手
足
と
な
」
っ
た
と
い
う
こ
と
の
意
味
が
確
認
で
き
な

い
が
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

大
正
八
年
十
月
十
八
日
高
警
第
二
六
四
九
〇
号
「（
秘
）
京
城
民
情
彙
報

(61)
民
心
ノ
傾
向
」（
密
第
一
〇
二
号
其
五
二
〇
）

、JACAR

（
ア
ジ
ア
歴
史

資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.C06031116900

、
大
正
八
年
乃
至
同
一
〇
年
共
七

冊
其
四
、
朝
鮮
騒
擾
事
件
関
係
書
類
（
密
第
一
〇
二
号
情
報
共
三
内
其
一
）、

陸
軍
省
（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）。

原
奎
一
郎
編
『
原
敬
日
記
』
第
五
巻
、
福
村
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
二

(62)

四
頁
。
な
お
、
阪
谷
芳
郎
文
書
の
な
か
に
、
朝
鮮
人
の
自
治
、
朝
鮮
議
会

の
設
置
な
ど
を
求
め
た
「
高
元
勲
外
六
名
の
意
見
書
」
と
（
一
九
一
九
年

八
月
一
日
付
）
と
い
う
文
書
が
あ
る
（
近
藤
釼
一
編
『
万
才
騒
擾
事
件
（
三

・
一
運
動
）（
２
）』［
朝
鮮
近
代
史
料
・
朝
鮮
総
督
府
関
係
重
要
文
書
選

集
（
１
０
）］
友
邦
協
会
、
一
九
六
四
年
）。
高
元
勲
も
ま
た
沈
友
燮
、
李

基
璨
等
（
そ
し
て
朴
勝
彬
）
と
関
係
が
深
く
、「
高
元
勲
外
六
名
」
が
原

を
訪
ね
た
人
物
と
同
一
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

同
光
会
本
部
『
衆
議
院
議
員
朝
鮮
民
情
視
察
報
告
』（
一
九
二
三
年
二
月
）

(63)
近
藤
釼
一
編
同
右
書
七
四
頁
。
ち
な
み
に
、
三
人
の
代
議
士
と
は
、
上
塚

司
（
政
友
会
）、
荒
川
五
郎
（
憲
政
会
）、
副
島
義
一
（
無
所
属
）
で
あ
る
。

ま
た
、
一
〇
月
一
八
日
夜
、
京
城
明
月
楼
で
お
こ
な
わ
れ
た
彼
ら
に
対
す

る
歓
迎
会
の
発
起
人
代
表
が
朴
で
あ
っ
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
き
た
い
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（「
환
영
셕
상
에
서

대
쇼
란
」『
新
韓
民
報
』
一
九
二
二
年
一
一
月
三

〇
日
付
）。

前
掲
、
大
正
八
年
十
月
十
八
日
高
警
第
二
六
四
九
〇
号
「（
秘
）
京
城
民

(64)
情
彙
報

民
心
ノ
傾
向
」。
こ
こ
で
い
う
分
類
を
、
今
日
の
分
析
概
念
と
し

て
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、「
自
治
」
論
者
の
言
動
に
偏
差
が
あ
る

と
考
え
る
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ
う
。

同
右
資
料
。

(65)

同
右
資
料
。

(66)

朴
勝
彬
談
「
経
済
独
立

뎨
일
문
뎨
는
정
권
（
新
生
을
追
求
하
는
朝
鮮

(67)

人
─
現
下
急
務
는
何
인
가
─
）」『
東
亜
日
報
』
一
九
二
二
年
四
月
一
日
付
。

引
用
文
中
の
傍
点
は
引
用
者
に
よ
る
。
以
下
同
じ
。

朴
勝
彬
『
朝
鮮
語
学
』
朝
鮮
語
学
研
究
会
、
京
城
、
一
九
三
五
年
、「
序

(68)

言
」
一
～
二
頁
。

『
啓
明
倶
楽
部
一
覧
』
啓
明
倶
楽
部
、
京
城
、
一
九
三
六
年
、
五
頁
。

(69)

同
右
書
、
七
頁
。

(70)
「
啓
明
倶
楽
部
総
会
」『
東
亜
日
報
』
一
九
二
一
年
五
月
三
〇
日
付
。

(71)
「
児
童
間
의
敬
語
使
用
─
계
명
구
락
부
에
서

학
무
당
국
에
건
의
─
」

(72)

（『
東
亜
日
報
』
一
九
二
一
年
九
月
二
五
日
付
）、「
児
童
敬
語
問
題

대
개

는

찬
성
─
계
명
구
락
부
간
화
회
─
」（『
東
亜
日
報
』
一
九
二
二
年
四

月
一
〇
日
付
）。

前
掲
『
啓
明
倶
楽
部
一
覧
』、
一
八
～
一
九
頁
。

(73)

同
上
、
二
一
～
二
三
頁
。

(74)

「
学
童
間
敬
語
使
用
을
奨
励
─
啓
明
倶
楽
部
의
建
議
─
」『
東
亜
日
報
』
一

(75)

九
二
一
年
九
月
二
五
日
付
。

朴
勝
彬
「
朝
鮮
言
文
에
関
한
要
求
」『
啓
明
』
第
一
号
、
一
九
二
一
年
。

(76)

こ
の
と
き
「
学
務
局
長
以
下
京
畿
道
京
城
府
の
教
育
行
政
担
当
者
並
に
京

(77)

城
府
内
各
普
通
学
校
、
幼
稚
園
の
当
務
者
」（
朴
勝
彬
「
敬
語
と
人
格
」『
朝

鮮
の
教
育
研
究
』
第
七
八
号
、
一
九
三
五
年
、
四
八
頁
）
の
ほ
か
、「
新

聞
、
雑
誌
社
の
記
者
」（
啓
明
倶
楽
部
『
啓
明
十
五
年
』
啓
明
倶
楽
部
、

京
城
、
一
九
三
三
年
、
三
〇
頁
）
を
招
い
た
よ
う
で
あ
る
。

前
掲
「
児
童
間
의
敬
語
使
用
─
계
명
구
락
부
에
서

학
무
당
국
에
건

(78)

의
─
」。

朴
勝
彬
前
掲
「
敬
語
と
人
格
」、
四
九
頁
。

(79)

啓
明
倶
楽
部
前
掲
『
啓
明
十
五
年
』、
四
三
～
四
六
頁
。

(80)

朴
勝
彬
前
掲
「
朝
鮮
言
文
에
関
한
要
求
」、
一
六
～
一
七
頁
。

(81)

三
ツ
井
崇
前
掲
『
朝
鮮
植
民
地
支
配
と
言
語
』。

(82)

同
右
書
、
二
九
二
～
二
九
三
頁
。

(83)

注

を
参
照
さ
れ
た
い
。

(84)

(77)
朴
勝
彬
前
掲
「
敬
語
と
人
格
」、
四
九
頁
。

(85)
「
文
盲
退
治
의

実
際
的
方
案
如
何
」『
東
亜
日
報
』
一
九
二
七
年
一
月
六

(86)

日
付
。

『
친
일
반
민
족
행
위
관
계
자
료
집

Ⅸ
』
친
일
반
민
족
행
위
친
상

(87)

규
명
위
원
회
、
서
울
、
二
〇
〇
九
年
。
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